１　自 (じ)立 (りつ)支 (し)援 (えん)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)に求められる自 (じ)立 (りつ)支 (し)援 (えん)は，自 (じ)分 (ぶん)でできるようにすることのみを目 (もく)標 (ひょう)に行 (おこな)うものである。
２　介 (かい)護 (ご)においては，まず何 (なん)のための自 (じ)立 (りつ)なのかを正確 (せいかく)に理 (り)解 (かい)する必要 (ひつよう)がある。
３　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)にとって重 (じゅう)要 (よう)なことは，自 (じ)立 (りつ)か依 (い)存 (ぞん)かの二 (に)者 (しゃ)択 (たく)一 (いつ)的 (てき)な判断 (はんだん)をすることである。
４　みずからの理 (り)性 (せい)や価 (か)値 (ち)観 (かん)，社会 (しゃかい)規 (き)範 (はん)などに照 (て)らし，行動 (こうどう)するか否 (いな)かを自己 (じこ)決定 (けってい)することを動 (どう)機 (き)づけという。
５　自己 (じこ)決定 (けってい)にもとづいて福 (ふく)祉 (し)サービスを利 (り)用 (よう)したり，介 (かい)護 (ご)や支 (し)援 (えん)を受 (う)けたりして生活 (せいかつ)することを，行動 (こうどう)範 (はん)囲 (い)の縮 (しゅく)小 (しょう)と表 (ひょう)現 (げん)する場 (ば)合 (あい)もある。



問題 (もんだい)２　介 (かい)護 (ご)における自 (じ)立 (りつ)支 (し)援 (えん)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　すべての生 (せい)活 (かつ)場 (ば)面 (めん)に介助 (かいじょ)が必要 (ひつよう)であれば，それは自 (じ)立 (りつ)していないことになる。
２　自 (じ)分 (ぶん)がしたいことを他 (た)人 (にん)に制限 (せいげん)されるのは，介 (かい)護 (ご)を必要 (ひつよう)とする人 (ひと)にとってはいたし方 (かた)がないことである。
３　自 (じ)立 (りつ)とは，他 (た)者 (しゃ)の援助 (えんじょ)を受 (う)けるにしても受 (う)けないにしても，自 (じ)分 (ぶん)の行動 (こうどう)に責任 (せきにん)を負 (お)うことである。
４　介 (かい)護 (ご)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)の場 (ば)合 (あい)には，みずからの欲 (よっ)求 (きゅう)に対 (たい)して，自 (じ)力 (りき)で達 (たっ)成 (せい)可 (か)能 (のう)かどうかが明 (あき)らかでない際 (さい)の協 (きょう)力 (りょく)や支 (し)援 (えん)の環 (かん)境 (きょう)の有無 (うむ)が，その人 (ひと)のその後 (ご)の行動 (こうどう)に影 (えい)響 (きょう)することはない。
５　人 (ひと)の行 (こう)為 (い)や行動 (こうどう)は，動 (どう)機 (き)から生 (う)まれた意 (い)欲 (よく)と，それを満 (み)たそうとする欲 (よっ)求 (きゅう)を前提 (ぜんてい)として成 (な)り立 (た)っている。



問題 (もんだい)３　自 (じ)立 (りつ)支 (し)援 (えん)，用 (よう)者 (しゃ)理 (り)解 (かい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　人 (ひと)の行動 (こうどう)には前提 (ぜんてい)となる欲 (よっ)求 (きゅう)があり，その欲 (よっ)求 (きゅう)をもとに動 (どう)機 (き)が生 (う)まれる。
２　本人 (ほんにん)が意 (い)欲 (よく)をもたないままの自 (じ)立 (りつ)支 (し)援 (えん)も，ときには必要 (ひつよう)である。
３　自 (じ)立 (りつ)支 (し)援 (えん)では，前提 (ぜんてい)として，まず行 (こう)為 (い)・行動 (こうどう)を本人 (ほんにん)が行 (おこな)おうとする意 (い)欲 (よく)を高 (たか)めるための支 (し)援 (えん)が重 (じゅう)要 (よう)である。
４　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)理 (り)解 (かい)では，本人 (ほんにん)の身体 (しんたい)機 (き)能 (のう)の把 (は)握 (あく)に重 (じゅう)点 (てん)をおくことのみが必要 (ひつよう)とされる。
５　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)理 (り)解 (かい)のためには，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の生活 (せいかつ)を管 (かん)理 (り)する姿 (し)勢 (せい)が求 (もと)められる。


問題 (もんだい)４　介 (かい)護 (ご)予 (よ)防 (ぼう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　介 (かい)護 (ご)予 (よ)防 (ぼう)とは， 心 (しん)身 (しん)機 (き)能 (のう)の改善 (かいぜん)や環 (かん)境 (きょう)整 (せい)備 (び)などを通 (つう)じて，一人 (ひとり)ひとりの高齢者 (こうれいしゃ)ができる限 (かぎ)り要 (よう)介 (かい)護 (ご)状 (じょう)態 (たい)にならず，自 (じ)立 (りつ)した日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)を営 (いとな)めるように支 (し)援 (えん)することを目的 (もくてき)として行 (おこな)われる。
２　廃 (はい)用 (よう)症 (しょう)候 (こう)群 (ぐん)が生 (しょう)じても，生活 (せいかつ)機 (き)能 (のう)を低 (てい)下 (か)させる結 (けっ)果 (か)にはつながらない。
３　起 (き)立 (りつ)性 (せい)低 (てい)血 (けつ)圧 (あつ)は，廃 (はい)用 (よう)症 (しょう)候 (こう)群 (ぐん)には含 (ふく)まれない。
４　廃 (はい)用 (よう)症 (しょう)候 (こう)群 (ぐん)が生 (しょう)じても，さらに活動 (かつどう)の低 (てい)下 (か)が助 (じょ)長 (ちょう)されることはない。
５　介 (かい)護 (ご)予 (よ)防 (ぼう)に大切 (たいせつ)な生 (せい)活 (かつ)活 (かつ)動 (どう)範 (はん)囲 (い)の拡 (かく)大 (だい)は，居宅内 (きょたくない)における行動 (こうどう)範 (はん)囲 (い)を拡大 (かくだい)することに尽 (つ)きる。



問題 (もんだい)５　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)の職 (しょく)業 (ぎょう)倫 (りん)理 (り)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　介 (かい)護 (ご)の仕 (し)事 (ごと)とは，専門的 (せんもんてき)な知 (ち)識 (しき)・技 (ぎ)術 (じゅつ)は求 (もと)められるが，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)に密 (みっ)着 (ちゃく)しているため，高 (たか)い倫 (りん)理 (り)性 (せい)は求 (もと)められない。
２　介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)による信 (しん)用 (よう)失 (しっ)墜 (つい)行 (こう)為 (い)の禁 (きん)止 (し)は，社 (しゃ)会 (かい)福 (ふく)祉 (し)士 (し)法 (ほう)に規 (き)定 (てい)されている。
３　介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)の場 (ば)合 (あい)，介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)でなくなった後 (あと)であれば，その業 (ぎょう)務 (む)に関 (かん)して知 (し)り得 (え)た人 (ひと)のすべての秘 (ひ)密 (みつ)を漏 (も)らしても問題 (もんだい)はない。
４　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)には，法律 (ほうりつ)以 (い)外 (がい)で，専門 (せんもん)職 (しょく)として守 (まも)らなければならない行動 (こうどう)規 (き)範 (はん)はない。
５　日 (に)本 (ほん)介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)会 (かい)は，資 (し)格 (かく)をもつすべての介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)がめざすべき専門性 (せんもんせい)と職 (しょく)業 (ぎょう)倫 (りん)理 (り)を明 (めい)文 (ぶん)化 (か)し，倫 (りん)理 (り)綱 (こう)領 (りょう)を宣言 (せんげん)している。



問題 (もんだい)６　日 (に)本 (ほん)介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)会 (かい)倫 (りん)理 (り)綱 (こう)領 (りょう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　日 (に)本 (ほん)介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)会 (かい)は，介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)の誕 (たん)生 (じょう)と同 (どう)時 (じ)に設立 (せつりつ)された職 (しょく)能 (のう)団体 (だんたい)である。
２　倫 (りん)理 (り)綱 (こう)領 (りょう)の主 (しゅ)たる内容 (ないよう)は，介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)の待遇 (たいぐう)改善 (かいぜん)に関 (かん)するものである。
３　倫 (りん)理 (り)綱 (こう)領 (りょう)は，「利 (り)用 (よう)者 (しゃ)本 (ほん)位 (い)，自 (じ)立 (りつ)支 (し)援 (えん)」をはじめとして，7項目 (こうもく)を掲 (かか)げている。
４　倫 (りん)理 (り)綱 (こう)領 (りょう)に掲 (かか)げられている内容 (ないよう)は，すべてが個々 (ここ)の利 (り)用 (よう)者 (しゃ)への対応 (たいおう)方法 (ほうほう)である。
５　倫 (りん)理 (り)綱 (こう)領 (りょう)の内 (ない)容 (よう)は独 (どく)自 (じ)のものであり，社 (しゃ)会 (かい)福 (ふく)祉 (し)士 (し)及 (およ)び介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)法 (ほう)の規 (き)定 (てい)と重 (ちょう)複 (ふく)する内容 (ないよう)はない。




問題 (もんだい)７　介 (かい)護 (ご)における安全 (あんぜん)の確 (かく)保 (ほ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)のプライバシーにかかわらざるを得 (え)ない場 (ば)合 (あい)には，専 (せん)門 (もん)職 (しょく)としての倫 (りん)理 (り)を最優先 (さいゆうせん)に考 (かんが)え行動 (こうどう)する。
２　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)上 (じょう)では，事 (じ)故 (こ)発 (はっ)生 (せい)時 (じ)に事故 (じこ)の状 (じょう)況 (きょう)および事故 (じこ)に際 (さい)してとった処 (しょ)置 (ち)についての記 (き)録 (ろく)は義 (ぎ)務 (む)づけられていない。
３　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)のリスクの回 (かい)避 (ひ)は，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の尊厳 (そんげん)の保持 (ほじ)にも勝 (まさ)る課 (か)題 (だい)である。
４　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)には，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の生 (せい)活 (かつ)上 (じょう)のリスクを未 (み)然 (ぜん)に予 (よ)測 (そく)し，回 (かい)避 (ひ)する知識 (ちしき)や技 (ぎ)術 (じゅつ)，また，事故 (じこ)が起 (お)きたときにはその影 (えい)響 (きょう)を最 (さい)小 (しょう)限 (げん)にとどめ，安全 (あんぜん)を確 (かく)保 (ほ)する技 (ぎ)術 (じゅつ)が求 (もと)められる。
５　介 (かい)護 (ご)現 (げん)場 (ば)における安全 (あんぜん)を確 (かく)保 (ほ)するためには，チームや組 (そ)織 (しき)でリスクマネジメントを行 (おこな)うことのみが重 (じゅう)要 (よう)となる。


問題 (もんだい)８　事故 (じこ)予 (よ)防 (ぼう)，安全 (あんぜん)対策 (たいさく)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　介 (かい)護 (ご)の現 (げん)場 (ば)では，直 (ちょく)接 (せつ)身体 (しんたい)に触 (ふ)れて介助 (かいじょ)することが多 (おお)いため，事故 (じこ)につながる危 (き)険 (けん)性 (せい)は非常 (ひじょう)に低 (ひく)い。
２　利用者 (りようしゃ)のニーズをくみとりながら，何 (なに)よりも個 (こ)別 (べつ)の生 (せい)活 (かつ)課 (か)題 (だい)を優先 (ゆうせん)する意 (い)識 (しき)をもったスタッフがそろっていることこそ，リスクに強 (つよ)い環 (かん)境 (きょう)といえる。
３　転倒 (てんとう)を回 (かい)避 (ひ)するためには，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)に対 (たい)して「危 (あぶ)ないからじっとしていてください」と求 (もと)めるようにする。
４　咀 (そ)嚼 (しゃく)機 (き)能 (のう)が低 (てい)下 (か)している利 (り)用 (よう)者 (しゃ)にとって，食 (しょく)形態 (けいたい)はペースト状 (じょう)のものが最適 (さいてき)である。
５　消 (しょう)費 (ひ)者 (しゃ)被 (ひ)害 (がい)にあわないよう，見知 (みし)らぬ人 (ひと)に家 (か)族 (ぞく)構成 (こうせい)などのプライバシーを明 (あ)かすことを利 (り)用 (よう)者 (しゃ)に助言 (じょげん)する。


問題 (もんだい)９　事故 (じこ)発生 (はっせい)時 (じ)の対応 (たいおう)と事故 (じこ)の報告 (ほうこく)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　介 (かい)護 (ご)事故 (じこ)が発生 (はっせい)した場 (ば)合 (あい)には，上 (じょう)司 (し)への対応 (たいおう)が最優先 (さいゆうせん)である。
２　介 (かい)護 (ご)事 (じ)故 (こ)発 (はっ)生 (せい)時 (じ)についての一連 (いちれん)の流 (なが)れをマニュアル化 (か)し研 (けん)修 (しゅう)を重 (かさ)ねていれば，すべてのケースに無 (ぶ)難 (なん)に対応 (たいおう)することができる。
３　介 (かい)護 (ご)事故 (じこ)が発生 (はっせい)した場 (ば)合 (あい)の家 (か)族 (ぞく)への報告 (ほうこく)は，口頭 (こうとう)によって行 (おこな)うことで十 (じゅう)分 (ぶん)である。
４　1つひとつの事故 (じこ)を組 (そ)織 (しき)全体 (ぜんたい)で受 (う)け止 (と)める姿 (し)勢 (せい)，だれが直 (ちょく)面 (めん)しても組 (そ)織 (しき)全体 (ぜんたい)のこととして考 (かんが)えていく風 (ふう)土 (ど)や組 (そ)織 (しき)文 (ぶん)化 (か)そのものが，リスクマネジメントといえる。
５　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)法 (ほう)にもとづく省 (しょう)令 (れい)では，介 (かい)護 (ご)事故 (じこ)の保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)への報告 (ほうこく)は任 (にん)意 (い)の事 (じ)項 (こう)とされており，義務 (ぎむ)づけられていない。
問題 (もんだい)１０　感染 (かんせん)対策 (たいさく)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　病 (びょう)院 (いん)と高 (こう)齢 (れい)者 (しゃ)介 (かい)護 (ご)施 (し)設 (せつ)とでは，そこにいる利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の違 (ちが)いによって感染 (かんせん)対策 (たいさく)のあり方 (かた)も当然 (とうぜん)異 (こと)なってくる。
２　生活 (せいかつ)の場 (ば)における感染 (かんせん)対策 (たいさく)は，何 (なに)よりも「1日 (にち)，1手 (て)洗 (あら)い」を徹底 (てってい)する。
３　高齢者 (こうれいしゃ)介 (かい)護 (ご)施 (し)設 (せつ)における感染 (かんせん)に対 (たい)する職 (しょく)員 (いん)研 (けん)修 (しゅう)の実 (じっ)施 (し)は，感 (かん)染 (せん)管 (かん)理 (り)に対 (たい)して大 (おお)きな意味 (いみ)をもたない。
４　高齢者 (こうれいしゃ)介 (かい)護 (ご)施 (し)設 (せつ)における感 (かん)染 (せん)症 (しょう)のほとんどは，もともと施 (し)設 (せつ)内 (ない)に存在 (そんざい)する感染源 (かんせんげん)が原因 (げんいん)で発生 (はっせい)する。
５　空 (くう)気 (き)感染 (かんせん)とは，手 (しゅ)指 (し)・食 (しょく)品 (ひん)・器具 (きぐ)などを介 (かい)して感染 (かんせん)することをいう。



問題 (もんだい)１１　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)の心身 (しんしん)の健康 (けんこう)管 (かん)理 (り)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

[bookmark: _Hlk50641692]１　介 (かい)護 (ご)の仕 (し)事 (ごと)では，働 (はたら)き方 (かた)や職 (しょく)場 (ば)の環 (かん)境 (きょう)が原 (げん)因 (いん)で病 (びょう)気 (き)になったりけがをしたりすることは少 (すく)ない。
[bookmark: _Hlk50650122]２　仕 (し)事 (ごと)の負 (ふ)担 (たん)に仕 (し)事 (ごと)以 (い)外 (がい)の負 (ふ)担 (たん)が加 (くわ)わると，反 (はん)動 (どう)により体 (たい)力 (りょく)が増 (ま)すことがある。
[bookmark: _Hlk50650363][bookmark: _Hlk50650386]３　健 (けん)康 (こう)を維 (い)持 (じ)するためには，体 (たい)力 (りょく)の維 (い)持 (じ)増 (ぞう)進 (しん)と休 (きゅう)息 (そく)・睡 (すい)眠 (みん)の確 (かく)保 (ほ)は効 (こう)果 (か)があるものの，趣 (しゅ)味 (み)や娯 (ご)楽 (らく)をもつことはあまり意 (い)味 (み)がない。
[bookmark: _Hlk50646908]４　1年 (ねん)に最 (さい)低 (てい)1回 (かい)は実 (じっ)施 (し)される職 (しょく)場 (ば)の健 (けん)康 (こう)診 (しん)断 (だん)を利 (り)用 (よう)して，体 (たい)重 (じゅう)の管 (かん)理 (り)にも気 (き)をつける。
[bookmark: _Hlk50646716]５　夜 (や)勤 (きん)に備 (そな)えて，ふだんから寝 (ね)だめをしておくとよい。



問題 (もんだい)１２　感 (かん)染 (せん)予 (よ)防 (ぼう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　感 (かん)染 (せん)症 (しょう)にかかった利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の重 (じゅう)症 (しょう)化 (か)はやむをない。
２　感染 (かんせん)管 (かん)理 (り)では，利用者の身 (しん)体 (たい)の抵 (てい)抗 (こう)力 (りょく)を弱 (よわ)くすることなどが重 (じゅう)要 (よう)になってくる。
３　感 (かん)染 (せん)対 (たい)策 (さく)委 (い)員 (いん)会 (かい)のメンバーは，施 (し)設 (せつ)長 (ちょう)（管 (かん)理 (り)者 (しゃ)），事務 (じむ)長 (ちょう)，医師 (いし)，看 (かん)護 (ご)職 (しょく)，護 (ご)職 (しょく)，栄 (えい)養 (よう)士 (し)，生活 (せいかつ)相談員 (そうだんいん)などで構成 (こうせい)される。
[bookmark: _Hlk50650633]４　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)・職 (しょく)員 (いん)の健 (けん)康 (こう)状 (じょう)態 (たい)の把 (は)握 (あく)は，感 (かん)染 (せん)対 (たい)策 (さく)委 (い)員 (いん)会 (かい)の活 (かつ)動 (どう)には含 (ふく)まれない。
５　環 (かん)境 (きょう)整 (せい)備 (び)面 (めん)での感 (かん)染 (せん)管 (かん)理 (り)としては，室内 (しつない)を密閉 (みっぺい)することが望 (のぞ)ましい。





問題 (もんだい)１３　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)創設 (そうせつ)の背景 (はいけい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　2000（平成 (へいせい)12）年 (ねん)に創設 (そうせつ)された介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)の背景 (はいけい)には，人口 (じんこう)の高 (こう)齢 (れい)化 (か)，護 (ご)や支 (し)援 (えん)を要 (よう)する高齢者 (こうれいしゃ)の増 (ぞう)加 (か)，高齢者 (こうれいしゃ)への家 (か)族 (ぞく)による介 (かい)護 (ご)のむずかしさなどがあげられる。
２　人口 (じんこう)が高 (こう)齢 (れい)化 (か)する唯一 (ゆいいつ)の要因 (よういん)は，平均 (へいきん)寿 (じゅ)命 (みょう)の延 (の)びである。
３　日 (に)本 (ほん)の平均 (へいきん)寿 (じゅ)命 (みょう)は，2018（平成 (へいせい)30）年 (ねん)当 (とう)時 (じ)と戦 (せん)後 (ご)間 (ま)もなくのとをべると，40歳 (さい)以 (い)上 (じょう)も延 (の)びている。
４　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)の創設 (そうせつ)に向 (む)けた議 (ぎ)論 (ろん)がされていた1996（平成 (へいせい)8）年 (ねん)当 (とう)時 (じ)，護 (ご)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)は，後 (こう)期 (き)高齢者 (こうれいしゃ)では急 (きゅう)増 (ぞう)し，85歳 (さい)以 (い)上 (じょう)ではおよそ2人 (り)に1人 (り)になると推 (すい)計 (けい)されていた。
５　近年 (きんねん)では，65歳 (さい)以 (い)上 (じょう)の者 (もの)のいる世 (せ)帯 (たい)のうち，高齢者 (こうれいしゃ)のみで暮 (く)らす世 (せ)帯 (たい)（高齢者 (こうれいしゃ)単独 (たんどく)世 (せ)帯 (たい)と高齢 (こうれい)夫婦 (ふうふ)のみの世 (せ)帯 (たい)の合算 (がっさん)）が75％を超 (こ)えている。


問題 (もんだい)１４　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)の創設 (そうせつ)と制 (せい)度 (ど)改正 (かいせい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)法 (ほう)は，1997（平成 (へいせい)9）年 (ねん)に成立 (せいりつ)，2000（平成 (へいせい)12）年 (ねん)に施 (せ)行 (こう)された。
２　「予 (よ)防 (ぼう)重 (じゅう)視 (し)型 (がた)システム」を取 (と)り入 (い)れた改正 (かいせい)では，要 (よう)介 (かい)護 (ご)者 (しゃ)に対 (たい)する介 (かい)護 (ご)サービスにおいて「状 (じょう)態 (たい)の維持 (いじ)・改善 (かいぜん)」を主眼 (しゅがん)としたサービスの提 (てい)供 (きょう)が求 (もと)められた。
３　法令 (ほうれい)順 (じゅん)守 (しゅ)義 (ぎ)務 (む)履 (り)行 (こう)の整 (せい)備 (び)のための改正 (かいせい)は，事 (じ)業 (ぎょう)者 (しゃ)の不 (ふ)正 (せい)行 (こう)為 (い)への組 (そ)織 (しき)的 (てき)関 (かん)与 (よ)の有無 (うむ)を確認 (かくにん)するために，事 (じ)業 (ぎょう)者 (しゃ)に対 (たい)する報告 (ほうこく)徴 (ちょう)収 (しゅう)に関 (かん)する権限 (けんげん)を市 (し)町 (ちょう)村 (そん)に与 (あた)えることなどを内容 (ないよう)としている。
４　「地 (ち)域 (いき)包括 (ほうかつ)ケアシステムの実現 (じつげん)」を重 (じゅう)視 (し)した改正 (かいせい)では，自 (じ)助 (じょ)・互 (ご)助 (じょ)や共 (きょう)助 (じょ)・公 (こう)助 (じょ)が相 (あい)まって高齢者 (こうれいしゃ)の支 (し)援 (えん)を行 (おこな)うしくみの重 (じゅう)要 (よう)性 (せい)までふれられることはなかった。
５　サービス付 (つ)き高 (こう)齢 (れい)者 (しゃ)向 (む)け住 (じゅう)宅 (たく)などの高齢者 (こうれいしゃ)の住 (す)まいに関 (かん)する制度 (せいど)は、介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)創設 (そうせつ)時 (じ)から盛 (も)り込 (こ)まれていた。


問題 (もんだい)１５　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)の基 (き)本 (ほん)理 (り)念 (ねん)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　要 (よう)介 (かい)護 (ご)状 (じょう)態 (たい)の改善 (かいぜん)・治 (ち)療 (りょう)の重 (じゅう)視 (し)
２　医 (い)療 (りょう)との十 (じゅう)分 (ぶん)な連携 (れんけい)
３　保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)の決定 (けってい)によるサービスの総合的 (そうごうてき)・効率的 (こうりつてき)な提 (てい)供 (きょう)
４　公的 (こうてき)機 (き)関 (かん)の活用 (かつよう)によるサービスの提 (てい)供 (きょう)
５　施 (し)設 (せつ)における自 (じ)立 (りつ)した日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)の重 (じゅう)視 (し)


問題 (もんだい)１６　近年 (きんねん)の介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)の改正 (かいせい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　地 (ち)域 (いき)包括 (ほうかつ)ケアシステムの構築 (こうちく)をめざして行 (おこな)われた2015（平成 (へいせい)27）年 (ねん)の改正 (かいせい)は，その先 (さき)駆 (が)けとして介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)法 (ほう)に的 (まと)を絞 (しぼ)ったものとされた。
２　2018（平成 (へいせい)30）年 (ねん)には，地 (ち)域 (いき)包括 (ほうかつ)ケアシステムをさらに強 (きょう)化 (か)するため，介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)法 (ほう)・障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)総 (そう)合 (ごう)支 (し)援 (えん)法 (ほう)・児 (じ)童 (どう)福 (ふく)祉 (し)法 (ほう)などの一括 (いっかつ)改正 (かいせい)が施 (せ)行 (こう)された。
３　新 (あら)たな介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)施 (し)設 (せつ)として構想 (こうそう)されている「介 (かい)護 (ご)医 (い)療 (りょう)院 (いん)」の創設 (そうせつ)は，2018（平成 (へいせい)30）年 (ねん)の改正 (かいせい)では見 (み)送 (おく)られた。
４　2018（平成 (へいせい)30）年 (ねん)の改正 (かいせい)を経 (へ)ても，介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)と障 (しょう)害 (がい)福 (ふく)祉 (し)制 (せい)度 (ど)は分 (ぶん)離 (り)して運用 (うんよう)されるものとなっている。
５　2018（平成 (へいせい)30）年 (ねん)の改正 (かいせい)では，介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)の持 (じ)続 (ぞく)可 (か)能 (のう)性 (せい)を維 (い)持 (じ)するため，サービス利 (り)用 (よう)料 (りょう)2割 (わり)負 (ふ)担 (たん)者 (しゃ)のうち，特 (とく)に所得 (しょとく)の高 (たか)い層 (そう)の負 (ふ)担 (たん)割合 (わりあい)を5割 (わり)とすることとされた。


問題 (もんだい)１７　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)のしくみに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)の保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)（運営 (うんえい)の主体 (しゅたい)）は都 (と)道 (どう)府 (ふ)県 (けん)である。
２　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)の第 (だい)2号 (ごう)被 (ひ)保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)とは，65歳 (さい)以 (い)上 (じょう)で市 (し)町 (ちょう)村 (そん)および特 (とく)別 (べつ)区 (く)の区 (く)域 (いき)内 (ない)に住 (じゅう)所 (しょ)がある者 (もの)である。
３　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)施 (し)設 (せつ)，特 (とく)定 (てい)施 (し)設 (せつ)，養 (よう)護 (ご)老人 (ろうじん)ホームは，住 (じゅう)所 (しょ)地 (ち)特例 (とくれい)の対 (たい)象 (しょう)施 (し)設 (せつ)である。
４　要 (よう)介 (かい)護 (ご)状 (じょう)態 (たい)には2つの区 (く)分 (ぶん)が，要 (よう)支 (し)援 (えん)状 (じょう)態 (たい)には5つの区 (く)分 (ぶん)が設 (もう)けられている。
５　第 (だい)２号 (ごう)被 (ひ)保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)については，認定 (にんてい)の条 (じょう)件 (けん)として，要 (よう)介 (かい)護 (ご)状 (じょう)態 (たい)等 (とう)が難 (なん)病 (びょう)にもとづく場 (ば)合 (あい)に限定 (げんてい)されている。


問題 (もんだい)１８　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)における保 (ほ)険 (けん)給 (きゅう)付 (ふ)までの流 (なが)れに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　要 (よう)介 (かい)護 (ご)認定 (にんてい)等 (とう)を申請 (しんせい)できるのは，被 (ひ)保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)本人 (ほんにん)とその家 (か)族 (ぞく)のみである。
２　認定 (にんてい)調 (ちょう)査 (さ)の内容 (ないよう)は，概 (がい)況 (きょう)調 (ちょう)査 (さ)と基 (き)本 (ほん)調 (ちょう)査 (さ)で構 (こう)成 (せい)されている。
３　要 (よう)介 (かい)護 (ご)認定 (にんてい)等 (とう)には，主 (しゅ)治 (じ)医 (い)の意 (い)見 (けん)書 (しょ)が必要 (ひつよう)である。
４　介 (かい)護 (ご)認 (にん)定 (てい)審 (しん)査 (さ)会 (かい)では，保 (ほ)健 (けん)・医 (い)療 (りょう)・福 (ふく)祉 (し)の学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)3名 (めい)（原則 (げんそく)）の合 (ごう)議 (ぎ)体 (たい)により判定 (はんてい)が行 (おこな)われる。
５　要 (よう)介 (かい)護 (ご)認定 (にんてい)等 (とう)の有 (ゆう)効 (こう)期 (き)間 (かん)中 (ちゅう)に状 (じょう)態 (たい)の変 (へん)化 (か)があった場 (ば)合 (あい)でも，要 (よう)介 (かい)護 (ご)認定 (にんてい)等 (とう)の区 (く)分 (ぶん)を変更 (へんこう)するための申請 (しんせい)はできない。

問題 (もんだい)１９　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)における保 (ほ)険 (けん)給 (きゅう)付 (ふ)の種類 (しゅるい)と内容 (ないよう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　区 (く)分 (ぶん)支 (し)給 (きゅう)限 (げん)度 (ど)基 (き)準 (じゅん)額 (がく)とは，介 (かい)護 (ご)給 (きゅう)付 (ふ)と予 (よ)防 (ぼう)給 (きゅう)付 (ふ)において，要 (よう)介 (かい)護 (ご)状 (じょう)態 (たい)区 (く)分 (ぶん)・要 (よう)支 (し)援 (えん)状 (じょう)態 (たい)区 (く)分 (ぶん)に応 (おう)じ，利 (り)用 (よう)できる保 (ほ)険 (けん)給 (きゅう)付 (ふ)の範 (はん)囲 (い)（金額 (きんがく)）について設定 (せってい)される月 (つき)ごとの上 (じょう)限 (げん)額 (がく)のことである。
２　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)対 (たい)応 (おう)型 (がた)共 (きょう)同 (どう)生 (せい)活 (かつ)介 (かい)護 (ご)は，都 (と)道 (どう)府 (ふ)県 (けん)が指 (し)定 (てい)を行 (おこな)う。
３　訪問 (ほうもん)リハビリテーションでは，医師 (いし)の指示 (しじ)は必要 (ひつよう)とされない。
４　居 (きょ)宅 (たく)療 (りょう)養 (よう)管 (かん)理 (り)指 (し)導 (どう)は，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)が通 (つう)院 (いん)可 (か)能 (のう)であっても利 (り)用 (よう)できる。
５　短 (たん)期 (き)入 (にゅう)所 (しょ)生 (せい)活 (かつ)介 (かい)護 (ご)は，介 (かい)護 (ご)老 (ろう)人 (じん)保 (ほ)健 (けん)施 (し)設 (せつ)などで短 (たん)期 (き)間 (かん)入 (にゅう)所 (しょ)するもので，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の医 (い)療 (りょう)依 (い)存 (ぞん)度 (ど)が高 (たか)い場 (ば)合 (あい)やリハビリテーションが必要 (ひつよう)な場 (ば)合 (あい)に多 (おお)く活用 (かつよう)される。


問題 (もんだい)２０　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)における地 (ち)域 (いき)支 (し)援 (えん)事 (じ)業 (ぎょう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　都 (と)道 (どう)府 (ふ)県 (けん)が実 (じっ)施 (し)主 (しゅ)体 (たい)となる地 (ち)域 (いき)支 (し)援 (えん)事 (じ)業 (ぎょう)は，保 (ほ)険 (けん)給 (きゅう)付 (ふ)とは別 (べつ)建 (だ)ての事 (じ)業 (ぎょう)であり，介 (かい)護 (ご)予 (よ)防 (ぼう)・日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)支 (し)援 (えん)総 (そう)合 (ごう)事 (じ)業 (ぎょう)，包 (ほう)括 (かつ)的 (てき)支 (し)援 (えん)事 (じ)業 (ぎょう)，任 (にん)意 (い)事 (じ)業 (ぎょう)の3つに分 (わ)けられる。
２　介 (かい)護 (ご)予 (よ)防 (ぼう)・日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)支 (し)援 (えん)総 (そう)合 (ごう)事 (じ)業 (ぎょう)は，介 (かい)護 (ご)予 (よ)防 (ぼう)・生 (せい)活 (かつ)支 (し)援 (えん)サービス事 (じ)業 (ぎょう)と一 (いっ)般 (ぱん)介 (かい)護 (ご)予 (よ)防 (ぼう)事 (じ)業 (ぎょう)で構成 (こうせい)される。
３　介 (かい)護 (ご)予 (よ)防 (ぼう)・日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)支 (し)援 (えん)総 (そう)合 (ごう)事 (じ)業 (ぎょう)のなかの一 (いっ)般 (ぱん)介 (かい)護 (ご)予 (よ)防 (ぼう)事 (じ)業 (ぎょう)は，第 (だい)1号 (ごう)被 (ひ)保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)のうち，要 (よう)支 (し)援 (えん)者 (しゃ)と基 (き)本 (ほん)チェックリストの該当者 (がいとうしゃ)を対 (たい)象 (しょう)としている。
４　包括的 (ほうかつてき)支 (し)援 (えん)事 (じ)業 (ぎょう)のなかの第 (だい)1号 (ごう)介 (かい)護 (ご)予 (よ)防 (ぼう)支 (し)援 (えん)事 (じ)業 (ぎょう)では，要 (よう)支 (し)援 (えん)者 (しゃ)に対 (たい)して介 (かい)護 (ご)予 (よ)防 (ぼう)ケアマネジメントが実 (じっ)施 (し)される。
５　任 (にん)意 (い)事 (じ)業 (ぎょう)は，被 (ひ)保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)に対 (たい)する幅 (はば)広 (ひろ)い相談 (そうだん)支 (し)援 (えん)や地 (ち)域 (いき)の介 (かい)護 (ご)サービス事 (じ)業 (ぎょう)者 (しゃ)のネットワーク化 (か)など，支 (し)援 (えん)システムを構築 (こうちく)するための取 (と)り組 (く)みである。


問題 (もんだい)２１　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)を支 (ささ)える組 (そ)織 (しき)・団体 (だんたい)の機 (き)能 (のう)と役割 (やくわり)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　区 (く)分 (ぶん)支 (し)給 (きゅう)限 (げん)度 (ど)基 (き)準 (じゅん)額 (がく)の設定 (せってい)は，都 (と)道 (どう)府 (ふ)県 (けん)の役割 (やくわり)である。
２　介 (かい)護 (ご)サービス情 (じょう)報 (ほう)の公 (こう)表 (ひょう)は，都 (と)道 (どう)府 (ふ)県 (けん)の責任 (せきにん)で行 (おこな)われる。
３　介 (かい)護 (ご)支 (し)援 (えん)専 (せん)門 (もん)員 (いん)の登録 (とうろく)のほか，試 (し)験 (けん)および研 (けん)修 (しゅう)の実 (じっ)施 (し)等 (とう)は，市 (し)町 (ちょう)村 (そん)の役割 (やくわり)である。
４　保 (ほ)険 (けん)給 (きゅう)付 (ふ)に関 (かん)する業 (ぎょう)務 (む)は，国 (くに)の役割 (やくわり)である。
５　介 (かい)護 (ご)報 (ほう)酬 (しゅう)の審 (しん)査 (さ)・支 (し)払 (はら)いや苦 (く)情 (じょう)処 (しょ)理 (り)の業 (ぎょう)務 (む)は，社 (しゃ)会 (かい)保 (ほ)険 (けん)診 (しん)療 (りょう)報 (ほう)酬 (しゅう)支 (し)払 (はらい)基 (き)金 (きん)の業 (ぎょう)務 (む)である。

問題 (もんだい)２２　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)の財政 (ざいせい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　施 (し)設 (せつ)等 (とう)給 (きゅう)付 (ふ)費 (ひ)における公 (こう)費 (ひ)の内訳 (うちわけ)は，国 (くに)が25％，都 (と)道 (どう)府 (ふ)県 (けん)と市 (し)町 (ちょう)村 (そん)がそれぞれ12.5%と規 (き)定 (てい)されている。
２　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)の財源 (ざいげん)構成 (こうせい)のなかの保 (ほ)険 (けん)料 (りょう)50％の内訳 (うちわけ)は，第 (だい)1号 (ごう)被 (ひ)保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)の保 (ほ)険 (けん)料 (りょう)20％，第 (だい)2号 (ごう)被 (ひ)保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)の保 (ほ)険 (けん)料 (りょう)30％となっている。
３　第 (だい)1号 (ごう)被 (ひ)保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)は，加 (か)入 (にゅう)する医 (い)療 (りょう)保 (ほ)険 (けん)の医 (い)療 (りょう)保 (ほ)険 (けん)料 (りょう)といっしょに介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)料 (りょう)が徴 (ちょう)収 (しゅう)される。
４　第 (だい)2号 (ごう)被 (ひ)保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)の保 (ほ)険 (けん)料 (りょう)の徴 (ちょう)収 (しゅう)方法 (ほうほう)には，特別 (とくべつ)徴 (ちょう)収 (しゅう)と普 (ふ)通 (つう)徴 (ちょう)収 (しゅう)がある。
５　サービス利 (り)用 (よう)にともなう自己 (じこ)負 (ふ)担 (たん)の割 (わり)合 (あい)は費 (ひ)用 (よう)の1割 (わり)と定 (さだ)められ，残 (のこ)りの9割 (わり)が保 (ほ)険 (けん)給 (きゅう)付 (ふ)になる。


問題 (もんだい)２３　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)制 (せい)度 (ど)における財政 (ざいせい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　調 (ちょう)整 (せい)交 (こう)付 (ふ)金 (きん)は，市 (し)町 (ちょう)村 (そん)の財 (ざい)政 (せい)力 (りょく)を強 (きょう)化 (か)するため，全国 (ぜんこく)の市 (し)町 (ちょう)村 (そん)に均一 (きんいつ)の金額 (きんがく)で交 (こう)付 (ふ)される。
２　第 (だい)１号 (ごう)被 (ひ)保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)の保 (ほ)険 (けん)料 (りょう)基 (き)準 (じゅん)額 (がく)・保 (ほ)険 (けん)料 (りょう)率 (りつ)は，5年 (ねん)ごとに保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)が決定 (けってい)する。
３　特別 (とくべつ)徴 (ちょう)収 (しゅう)とは，年 (ねん)金 (きん)保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)が年金 (ねんきん)を支給 (しきゅう)する際 (さい)にあらかじめ年金 (ねんきん)から保 (ほ)険 (けん)料 (りょう)を天 (てん)引 (び)きし，市 (し)町 (ちょう)村 (そん)に直 (ちょく)接 (せつ)納 (のう)入 (にゅう)するしくみである。
４　居宅 (きょたく)介 (かい)護 (ご)支 (し)援 (えん)・介 (かい)護 (ご)予 (よ)防 (ぼう)支 (し)援 (えん)といったケアマネジメントについても，自己 (じこ)負 (ふ)担 (たん)は費 (ひ)用 (よう)の1割 (わり)と定 (さだ)められ，残 (のこ)りの9割 (わり)が保 (ほ)険 (けん)給 (きゅう)付 (ふ)となる。
５　施 (し)設 (せつ)入 (にゅう)所 (しょ)時 (じ)の居 (きょ)住 (じゅう)費 (ひ)，短 (たん)期 (き)入 (にゅう)所 (しょ)時 (じ)の滞 (たい)在 (ざい)費 (ひ)は，保 (ほ)険 (けん)給 (きゅう)付 (ふ)の対 (たい)象 (しょう)となる。


問題 (もんだい)２４　医 (い)行 (こう)為 (い)と介 (かい)護 (ご)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　経管 (けいかん)栄養 (えいよう)や酸 (さん)素 (そ)療 (りょう)法 (ほう)などを必要 (ひつよう)とする利 (り)用 (よう)者 (しゃ)，ターミナルケアが必要 (ひつよう)な利 (り)用 (よう)者 (しゃ)などは，現在 (げんざい)でも病 (びょう)院 (いん)で医 (い)療 (りょう)・看 (かん)護 (ご)を行 (おこな)っている。
２　医 (い)療 (りょう)行 (こう)為 (い)（法律用語 (ほうりつようご)では医 (い)行為 (こうい)）は，「医師 (いし)の医 (い)学 (がく)的 (てき)判断 (はんだん)及 (およ)び技 (ぎ)術 (じゅつ)をもってするのでなければ人体 (じんたい)に危 (き)害 (がい)を及 (およ)ぼし，又 (また)は危 (き)害 (がい)を及 (およ)ぼすおそれのある行 (こう)為 (い)」と定義 (ていぎ)されている。
３　従 (じゅう)来 (らい)から，在宅 (ざいたく)での介 (かい)護 (ご)現 (げん)場 (ば)における医 (い)行 (こう)為 (い)については，看 (かん)護 (ご)職 (しょく)と介 (かい)護 (ご)職 (しょく)の間 (あいだ)で明確 (めいかく)な線 (せん)引 (び)きがなされてきた。
４　肛門 (こうもん)からの座 (ざ)薬 (やく)の挿 (そう)入 (にゅう)は，原則的 (げんそくてき)に医 (い)行 (こう)為 (い)となる。
５　在宅 (ざいたく)に比 (くら)べ，介 (かい)護 (ご)施 (し)設 (せつ)では，医 (い)療 (りょう)的 (てき)ケアを必要 (ひつよう)とする利 (り)用 (よう)者 (しゃ)は減 (げん)少 (しょう)傾向 (けいこう)にある。


問題 (もんだい)２５　訪問 (ほうもん)介 (かい)護 (ご)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　訪問 (ほうもん)看 (かん)護 (ご)は，看 (かん)護 (ご)職 (しょく)が利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の居宅 (きょたく)を訪問 (ほうもん)して看 (かん)護 (ご)を行 (おこな)うが，その際 (さい)に医師 (いし)の指示 (しじ)は必要 (ひつよう)とされない。
２　訪問 (ほうもん)看 (かん)護 (ご)において利 (り)用 (よう)者 (しゃ)宅 (たく)を訪問 (ほうもん)する職 (しょく)種 (しゅ)は，看 (かん)護 (ご)職 (しょく)に限 (かぎ)られる。
３　リハビリテーションは，訪問 (ほうもん)看 (かん)護 (ご)で提 (てい)供 (きょう)されるサービスではない。
４　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)対 (たい)応 (おう)型 (がた)共 (きょう)同 (どう)生 (せい)活 (かつ)介 (かい)護 (ご)や有 (ゆう)料 (りょう)老人 (ろうじん)ホーム，軽 (けい)費 (ひ)老人 (ろうじん)ホーム（ケアハウス）では，訪問 (ほうもん)看 (かん)護 (ご)は利 (り)用 (よう)できない。
５　訪問 (ほうもん)介 (かい)護 (ご)員 (いん)が気 (き)づいた利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の状 (じょう)態 (たい)の変 (へん)化 (か)についての判断 (はんだん)と対応 (たいおう)が求 (もと)められる場 (ば)合 (あい)は，訪問 (ほうもん)看 (かん)護 (ご)師 (し)と訪 (ほう)問 (もん)介 (かい)護 (ご)員 (いん)が直 (ちょく)接 (せつ)連絡 (れんらく)をとることが効 (こう)果 (か)的 (てき)な場 (ば)合 (あい)もある。

問題 (もんだい)２６　施 (し)設 (せつ)での看 (かん)護 (ご)と介 (かい)護 (ご)の連携 (れんけい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　施 (し)設 (せつ)では，医 (い)療 (りょう)の必要性 (ひつようせい)の高 (たか)い利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の支 (し)援 (えん)は看 (かん)護 (ご)師 (し)がにない，健康 (けんこう)状 (じょう)態 (たい)が安定 (あんてい)している利 (り)用 (よう)者 (しゃ)への支 (し)援 (えん)は介 (かい)護 (ご)職 (しょく)がになう部 (ぶ)分 (ぶん)が多 (おお)くなる。
２　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は， 利 (り)用 (よう)者 (しゃ)のいつもと違 (ちが)う様 (よう)子 (す)に気 (き)づく観 (かん)察 (さつ)力 (りょく)をもっているため，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の状 (じょう)態 (たい)の変 (へん)化 (か)を判断 (はんだん)する職 (しょく)種 (しゅ)であるとされている。
３　疼痛 (とうつう)管 (かん)理 (り)は，施 (し)設 (せつ)の看護師 (かんごし)によるおもな医 (い)療 (りょう)的 (てき)ケアには含 (ふく)まれない。
４　IVHによる栄養 (えいよう)管 (かん)理 (り)は，医 (い)師 (し)が実 (じっ)施 (し)する業 (ぎょう)務 (む)とされている。
５　施 (し)設 (せつ)では，ケアチームのメンバーがそれぞれ業 (ぎょう)務 (む)を別 (べつ)々 (べつ)の場 (ば)所 (しょ)で実 (じっ)施 (し)しているため，一堂 (いちどう)には集 (あつ)まりにくく早 (そう)期 (き)の対応 (たいおう)はむずかしい。

問題 (もんだい)２７　リハビリテーションの理 (り)解 (かい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　リハビリテーションとは，さまざまな困難 (こんなん)を抱 (かか)えた人々 (ひとびと)が自己 (じこ)の属 (ぞく)する社会 (しゃかい)のなかで再 (ふたた)びその社会 (しゃかい)に適 (てき)合 (ごう)し，自 (じ)分 (ぶん)らしい生活 (せいかつ)を獲得 (かくとく)し，継続 (けいぞく)していくための支 (し)援 (えん)である。
２　WHOによるリハビリテーションの定 (てい)義 (ぎ)は，障 (しょう)害 (がい)によって個 (こ)人 (じん)が負 (お)う心 (しん)身 (しん)機 (き)能 (のう)の不 (ふ)利 (り)益 (えき)を解 (かい)決 (けつ)する手 (しゅ)段 (だん)に特 (とっ)化 (か)した内容 (ないよう)となっている。
３　リハビリテーションは，医 (い)学 (がく)的 (てき)リハビリテーション，教 (きょう)育 (いく)的 (てき)リハビリテーション，職 (しょく)業 (ぎょう)的 (てき)リハビリテーションの3つの領 (りょう)域 (いき)に分 (わ)けることができる。
４　医 (い)療 (りょう)施 (し)設 (せつ)におけるリハビリテーションと介 (かい)護 (ご)との連携 (れんけい)は，直 (ちょく)接 (せつ)的 (てき)なかかわりが多 (おお)くなる。
５　回 (かい)復 (ふく)期 (き)リハビリテーション病 (びょう)棟 (とう)では，急 (きゅう)性 (せい)期 (き)の治 (ち)療 (りょう)が終 (しゅう)了 (りょう)しても引 (ひ)き続 (つづ)き医師 (いし)による医 (い)学 (がく)的 (てき)管 (かん)理 (り)や処 (しょ)置 (ち)の必 (ひつ)要 (よう)度 (ど)が高 (たか)い人 (ひと)に，医 (い)療 (りょう)と看 (かん)護 (ご)が合 (あ)わせて提 (てい)供 (きょう)される。


問題 (もんだい)２８　コミュニケーションの意義 (いぎ)，目的 (もくてき)，役割 (やくわり)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)と介 (かい)護 (ご)職 (しょく)のコミュニケーションは，日 (にち)常 (じょう)的 (てき)にごくふつうに行 (おこな)っているコミュニケーションの方法 (ほうほう)で十 (じゅう)分 (ぶん)である。
２　コミュニケーションは，情 (じょう)報 (ほう)の発 (はっ)信 (しん)という機 (き)能 (のう)をもつ。
３　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)をよく知 (し)ることは，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)がより有効 (ゆうこう)な対人 (たいじん)援助 (えんじょ)を行 (おこな)うための唯一 (ゆいいつ)の方法 (ほうほう)である。
４　相 (あい)手 (て)の思いを聴 (き)く姿 (し)勢 (せい)と技 (ぎ)能 (のう)を高 (たか)めることは，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)に求 (もと)められる人間的 (にんげんてき)・効 (こう)果 (か)的 (てき)なコミュニケーションの基 (き)本 (ほん)である。
５　高齢者 (こうれいしゃ)は，学 (まな)ぶことができ，責任 (せきにん)をもつこともできるが，変 (か)わることはできない存在 (そんざい)である。



問題 (もんだい)２９　コミュニケーションの技 (ぎ)法 (ほう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　コミュニケーションは，基 (き)本 (ほん)的 (てき)に単 (たん)方 (ほう)向 (こう)の機 (き)能 (のう)をもつ。
２　介 (かい)護 (ご)の現 (げん)場 (ば)では，環 (かん)境 (きょう)の異 (こと)なる他 (た)者 (しゃ)への共 (きょう)感 (かん)的 (てき)理 (り)解 (かい)，手 (て)の視 (し)点 (てん)からみる姿 (し)勢 (せい)が望 (のぞ)まれる。
３　メッセージを伝 (つた)える言 (げん)語 (ご)的 (てき)チャンネルには，声 (こえ)の調 (ちょう)子 (し)の高 (こう)低 (てい)・強 (きょう)弱 (じゃく)などがある。
４　メッセージを伝 (つた)えるすべてのチャンネルのうち，非 (ひ)言 (げん)語 (ご)的 (てき)チャンネルは2～3割 (わり)を占 (し)める。
５　コミュニケーションをさまたげる要因 (よういん)を，矛 (む)盾 (じゅん)という。



問題 (もんだい)３０　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)・家 (か)族 (ぞく)とのコミュニケーションの実際 (じっさい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　介 (かい)護 (ご)の現 (げん)場 (ば)では，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の思 (おも)いを把 (は)握 (あく)することは比 (ひ)較 (かく)的 (てき)容 (よう)易 (い)である。
２　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の言 (げん)動 (どう)が真 (しん)意 (い)でないと感 (かん)じられる場 (ば)合 (あい)には，それ以 (い)上 (じょう)その人 (ひと)に関心 (かんしん)を向 (む)けないようにする。
３　身 (み)なりに気 (き)をつかわなくなったり，自 (じ)分 (ぶん)でできることを人 (ひと)に頼 (たよ)るようになったりするのは，意 (い)欲 (よく)の低 (てい)下 (か)によって生 (しょう)じる言動 (げんどう)の例 (れい)である。
４　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の家 (か)族 (ぞく)関 (かん)係 (けい)の変 (へん)化 (か)は，意 (い)欲 (よく)の低 (てい)下 (か)を引 (ひ)き起 (お)こすおもな要因 (よういん)とはいえない。
５　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)が意 (い)欲 (よく)の低 (てい)下 (か)を引 (ひ)き起 (お)こしている背景 (はいけい)を念頭 (ねんとう)におき，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)の意思 (いし)を優先 (ゆうせん)した援助 (えんじょ)を行 (おこな)う。


問題 (もんだい)３１　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)・家 (か)族 (ぞく)とのコミュニケーションの実際 (じっさい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　共 (きょう)感 (かん)は，同 (どう)情 (じょう)と同 (おな)じ技 (ぎ)法 (ほう)をもつものである。
２　第 (だい)1次 (じ)共 (きょう)感 (かん)は，深 (ふか)い共 (きょう)感 (かん)ともいわれる。
３　信頼 (しんらい)関係 (かんけい)を築 (きず)きはじめる際 (さい)に本 (ほん)領 (りょう)を発 (はっ)揮 (き)するのが，第 (だい)２次 (じ)共 (きょう)感 (かん)の技 (ぎ)法 (ほう)である。
４　第 (だい)2次 (じ)共 (きょう)感 (かん)の直 (ちょく)後 (ご)では，思 (おも)いが伝 (つた)わったときの安心感 (あんしんかん)や，しみじみとした関係性 (かんけいせい)が展開 (てんかい)する。
５　第 (だい)1次 (じ)共 (きょう)感 (かん)では，「本当 (ほんとう)にわかってくれる人 (ひと)が，今 (いま)ここにいる」というような感 (かん)触 (しょく)が残 (のこ)る。

問題 (もんだい)３２　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)・家 (か)族 (ぞく)とのコミュニケーションの実際 (じっさい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　社 (しゃ)会 (かい)福 (ふく)祉 (し)士 (し)及 (およ)び介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)法 (ほう)には，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)の国 (こっ)家 (か)資 (し)格 (かく)である介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)の業 (ぎょう)務 (む)として，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)およびその介 (かい)護 (ご)者 (しゃ)に対 (たい)して介 (かい)護 (ご)に関 (かん)する指 (し)導 (どう)を行 (おこな)うことが明 (めい)記 (き)されている。
２　家 (か)族 (ぞく)に対 (たい)して指 (し)導 (どう)や助言 (じょげん)を行 (おこな)う場 (ば)合 (あい)は，その方 (ほう)法 (ほう)をすぐに否 (ひ)定 (てい)することから始 (はじ)める。
３　バイステックは，ソーシャルワーカーがクライエントにかかわる際 (さい)の実践 (じっせん)原則 (げんそく)として10項 (こう)目 (もく)を示 (しめ)している。
４　バイステックの7原則 (げんそく)にある「利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の自 (じ)己 (こ)決 (けっ)定 (てい)」とは，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)と接 (せっ)するなかで明 (あき)らかにされる秘 (ひ)密 (みつ)の情 (じょう)報 (ほう)を他 (た)人 (にん)にもらさないことである。
５　バイステックの7原則 (げんそく)にある「秘 (ひ)密 (みつ)保 (ほ)持 (じ)」とは，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)は問 (もん)題 (だい)解 (かい)決 (けつ)の方 (ほう)向 (こう)などを自 (じ)分 (ぶん)で決 (き)める権 (けん)利 (り)とニーズをもっていることを認識 (にんしき)することである。

問題 (もんだい)３３　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の状 (じょう)況 (きょう)・状 (じょう)態 (たい)に応 (おう)じたコミュニケーション技 (ぎ)術 (じゅつ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

[bookmark: _Hlk52472292]１　視 (し)覚 (かく)障 (しょう)害 (がい)があっても受 (う)けとる情 (じょう)報 (ほう)はそれほど少 (すく)なくならず日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)に与 (あた)える影 (えい)響 (きょう)も限 (かぎ)られている。
[bookmark: _Hlk52472569]２　視 (し)覚 (かく)障 (しょう)害 (がい)があると，相 (あい)手 (て)の気 (き)持 (も)ちやその場の雰 (ふん)囲 (い)気 (き)などの微 (び)妙 (みょう)なニュアンスをとらえることがむずかしくなる。
[bookmark: _Hlk52472438]３　視 (し)覚 (かく)障 (しょう)害 (がい)があると，話 (はなし)と話 (はなし)の間 (ま)合 (あ)いがとりやすくなる。
[bookmark: _Hlk52473114]４　視 (し)覚 (かく)障 (しょう)害 (がい)のある人 (ひと)とのコミュニケーションでは，声 (こえ)をかける前 (まえ)に，からだに触 (ふ)れて，自 (じ)分 (ぶん)の存 (そん)在 (ざい)を知 (し)ってもらうようにする。
５　人 (じん)生 (せい)の途 (と)中 (ちゅう)で視 (し)覚 (かく)障 (しょう)害 (がい)を負 (お)うことになった人 (ひと)に対 (たい)しては，視 (し)力 (りょく)を活 (かつ)用 (よう)しながら生 (せい)活 (かつ)してきた長 (なが)い経 (けい)験 (けん)の蓄 (ちく)積 (せき)にはあまり触 (ふ)れないようにする。

問題 (もんだい)３４　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の状 (じょう)況 (きょう)・状 (じょう)態 (たい)に応 (おう)じたコミュニケーション技 (ぎ)術 (じゅつ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　失 (しつ)語 (ご)症 (しょう)のある人 (ひと)の場 (ば)合 (あい)，言 (こと)葉 (ば)では思 (おも)いが伝 (つた)えられないが，行 (こう)為 (い)やジェスチャーで思 (おも)いを伝 (つた)えることに問題 (もんだい)はない。
２　失 (しつ)語 (ご)症 (しょう)のある人 (ひと)は，言 (げん)語 (ご)機 (き)能 (のう)が障 (しょう)害 (がい)されるとともに，視 (し)覚 (かく)情 (じょう)報 (ほう)を理 (り)解 (かい)することや，非 (ひ)言 (げん)語 (ご)的 (てき)な音 (おと)を理 (り)解 (かい)する力 (ちから)も障 (しょう)害 (がい)される。
３　失 (しつ)語 (ご)症 (しょう)のある人 (ひと)とのコミュニケーションを考 (かんが)える際 (さい)には，その人 (ひと)自 (じ)身 (しん)の「伝 (つた)えたい」という気 (き)持 (も)ちや意 (い)欲 (よく)を，無理 (むり)に導 (みちび)き出 (だ)さないようにする。
４　介 (かい)護 (ご)場 (ば)面 (めん)におけるコミュニケーション技 (ぎ)術 (じゅつ)の実 (じっ)践 (せん)では，失 (しつ)語 (ご)症 (しょう)のある利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の機 (き)能 (のう)向 (こう)上 (じょう)をめざす訓練 (くんれん)を行 (おこな)う。
５　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の人 (ひと)に対 (たい)して行 (おこな)われる24時間ROとは，認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の人 (ひと)の見 (けん)当 (とう)識 (しき)障 (しょう)害 (がい)を正 (ただ)しい方向 (ほうこう)に導 (みちび)くことにより，現実 (げんじつ)認識 (にんしき)を深 (ふか)めることを目的 (もくてき)としている。


問題 (もんだい)３５　老 (ろう)年 (ねん)期 (き)の定 (てい)義 (ぎ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

[bookmark: _Hlk50652860]１　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は，自 (じ)分 (ぶん)がつくった高 (こう)齢 (れい)者 (しゃ)に対 (たい)するステレオタイプをそのままあてはめることも必 (ひつ)要 (よう)である。
[bookmark: _Hlk50653057]２　世 (せ)界 (かい)保 (ほ)健 (けん)機 (き)関 (かん)（WHO）では，60歳 (さい)以 (い)上 (じょう)を高 (こう)齢 (れい)者 (しゃ)として人 (じん)口 (こう)統 (とう)計 (けい)資 (し)料 (りょう)を作 (さく)成 (せい)している。
[bookmark: _Hlk50652628]３　老 (ろう)人 (じん)福 (ふく)祉 (し)法 (ほう)では，老 (ろう)人 (じん)の定 (てい)義 (ぎ)を明 (めい)確 (かく)に規 (き)定 (てい)している。
[bookmark: _Hlk50652544]４　高 (こう)年 (ねん)齢 (れい)者 (しゃ)等 (とう)の雇 (こ)用 (よう)の安 (あん)定 (てい)等 (とう)に関 (かん)す (す)る (る)法 (ほう)律 (りつ)では，高 (こう)年 (ねん)齢 (れい)者 (しゃ)を65歳 (さい)以 (い)上 (じょう)と定 (さだ)めている。
[bookmark: _Hlk50652363]５　老 (ろう)年 (ねん)期 (き)は，心 (しん)身 (しん)の老 (ろう)化 (か)と社 (しゃ)会 (かい)的 (てき)な役 (やく)割 (わり)の喪 (そう)失 (しつ)への適 (てき)応 (おう)が課 (か)題 (だい)となる段 (だん)階 (かい)である。


問題 (もんだい)３６　老 (ろう)年 (ねん)期 (き)の発 (はっ)達 (たつ)と老 (ろう)化 (か)にともなう心 (しん)身 (しん)の変 (へん)化 (か)の特 (とく)徴 (ちょう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　老 (ろう)化 (か)による心 (しん)身 (しん)機 (き)能 (のう)の変 (へん)化 (か)の程 (てい)度 (ど)は，同 (おな)じ年齢 (ねんれい)の人 (ひと)であれば誰 (だれ)でも同 (おな)じように生 (しょう)じる。
２　高齢者 (こうれいしゃ)は，老 (ろう)化 (か)によって同 (おな)じような心 (しん)理 (り)や行動 (こうどう)の傾向 (けいこう)をもつ。
３　高齢者 (こうれいしゃ)は，老 (ろう)化 (か)によるさまざまな機 (き)能 (のう)低 (てい)下 (か)によって自 (じ)己 (こ)イメージが固 (こ)定 (てい)しやすくなる。
４　内 (ない)閣 (かく)府 (ふ)の調 (ちょう)査 (さ)によると，高 (こう)齢 (れい)者 (しゃ)が「同 (どう)居 (きょ)の家 (か)族 (ぞく)以 (い)外 (がい)に頼 (たよ)れる人 (ひと)」は，友人 (ゆうじん)や近所 (きんじょ)の人 (ひと)が半数 (はんすう)以上 (いじょう)を占 (し)めている。
５　配偶者 (はいぐうしゃ)と死 (し)別 (べつ)した人 (ひと)は，身 (しん)体 (たい)的 (てき)愁 (しゅう)訴 (そ)や医 (い)療 (りょう)機 (き)関 (かん)への受診 (じゅしん)が多 (おお)かったりするといったストレスに対 (たい)する心身 (しんしん)の反応 (はんのう)があらわれ，健康 (けんこう)をそこなうことすらある。

問題 (もんだい)３７　老 (ろう)化 (か)にともなう身 (しん)体 (たい)機 (き)能 (のう)の変 (へん)化 (か)と日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)への影 (えい)響 (きょう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

[bookmark: _Hlk50653600]１　生 (せい)理 (り)的 (てき)老 (ろう)化 (か)は少 (すこ)しずつ生 (しょう)じるため，全 (ぜん)体 (たい)的 (てき)な恒 (こう)常 (じょう)性 (せい)を維 (い)持 (じ)する機 (き)能 (のう)は保 (たも)たれている。
[bookmark: _Hlk50654468]２　人 (にん)間 (げん)はストレスを受 (う)けたときには，免 (めん)疫 (えき)機 (き)能 (のう)が十 (じゅう)分 (ぶん)発 (はっ)揮 (き)できないなど，回 (かい)復 (ふく)力 (りょく)が低 (てい)下 (か)する。
[bookmark: _Hlk50655060]３　ホメオスタシスとは，体 (たい)温 (おん)などを定 (てい)期 (き)的 (てき)に下 (さ)げたりする能 (のう)力 (りょく)のことである。
[bookmark: _Hlk50654408][bookmark: _Hlk50654691]４　防 (ぼう)衛 (えい)力 (りょく)とは，ストレスを引 (ひ)き起 (お)こす要 (よう)因 (いん)が身 (しん)体 (たい)にとってストレスにならないように，順 (じゅん)応 (のう)していく能 (のう)力 (りょく)のことである。
５　適 (てき)応 (おう)力 (りょく)とは，何 (なん)らかのストレスを受 (う)けたときに，修 (しゅう)復 (ふく)してもとに戻 (もど)そうとする能 (のう)力 (りょく)のことである。



問題 (もんだい)３８　老 (ろう)化 (か)にともなう感 (かん)覚 (かく)機 (き)能 (のう)の変 (へん)化 (か)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　人間 (にんげん)の視 (し)力 (りょく)は，30歳 (さい)くらいから低 (てい)下 (か)し，60歳 (さい)を過 (す)ぎると急 (きゅう)激 (げき)に低 (てい)下 (か)するといわれている。
２　光 (こう)覚 (かく)は，光 (ひかり)の明暗 (めいあん)を識 (しき)別 (べつ)する能 (のう)力 (りょく)であるが，加 (か)齢 (れい)により網 (もう)膜 (まく)の色 (しき)素 (そ)が変性 (へんせい)するため，明暗 (めいあん)順 (じゅん)応 (のう)は低 (てい)下 (か)する。
３　色覚 (しきかく)の低 (てい)下 (か)は，硝 (しょう)子 (し)体 (たい)の変性 (へんせい)により起 (お)こり，黄 (き)ばみや透 (とう)過 (か)性 (せい)に変 (へん)化 (か)が生 (しょう)じる。
４　伝音性 (でんおんせい)難 (なん)聴 (ちょう)の場 (ば)合 (あい)，音 (おと)が小 (ちい)さく聞 (き)こえる状 (じょう)態 (たい)になるため，補 (ほ)聴 (ちょう)器 (き)の使 (し)用 (よう)効 (こう)果 (か)が期 (き)待 (たい)できる。
５　加 (か)齢 (れい)にともなう痛 (つう)覚 (かく)の変 (へん)化 (か)はないため，加 (か)齢 (れい)を考慮 (こうりょ)せずに対応 (たいおう)してかまわない。



問題 (もんだい)３９　老 (ろう)化 (か)にともなう咀 (そ)嚼 (しゃく)機 (き)能 (のう)や消 (しょう)化 (か)機 (き)能 (のう)の変 (へん)化 (か)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　嚥 (えん)下 (げ)反射 (はんしゃ)は，延髄 (えんずい)の嚥 (えん)下 (げ)神経 (しんけい)で行 (おこな)われているため，自 (じ)分 (ぶん)の意思 (いし)でコントロールできない。
２　高齢者 (こうれいしゃ)でも，誤 (ご)嚥 (えん)があれば一般 (いっぱん)の人 (ひと)と同様 (どうよう)にむせる。
３　加 (か)齢 (れい)にともなって，消 (しょう)化 (か)器 (き)官 (かん)内 (ない)の食 (しょく)物 (もつ)滞 (たい)留 (りゅう)時 (じ)間 (かん)の延 (えん)長 (ちょう)が起 (お)こることはない。
４　加 (か)齢 (れい)にともなう唾 (だ)液 (えき)分 (ぶん)泌 (ぴつ)量 (りょう)の減 (げん)少 (しょう)はない。
５　高齢 (こうれい)になると，流 (りゅう)動 (どう)物 (ぶつ)（固 (こ)形 (けい)物 (ぶつ)でない）の胃 (い)通 (つう)過 (か)時 (じ)間 (かん)が短 (たん)縮 (しゅく)する。



問題 (もんだい)４０　老 (ろう)化 (か)にともなう心 (しん)身 (しん)の機 (き)能 (のう)の変 (へん)化 (か)と日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)への影 (えい)響 (きょう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　高齢 (こうれい)になると，夜 (や)間 (かん)頻 (ひん)尿 (にょう)が少 (すく)なくなる。
２　女性 (じょせい)は尿 (にょう)道 (どう)が16～18cmと長 (なが)く，尿 (にょう)失禁 (しっきん)が起 (お)こりにくい。
３　高 (こう)齢 (れい)期 (き)になると口渇感 (こうかつかん)が増 (ま)し，水分 (すいぶん)摂 (せっ)取 (しゅ)量 (りょう)が増 (ぞう)加 (か)する。
４　長 (ちょう)期 (き)記 (き)憶 (おく)とは，ほぼ無 (む)限 (げん)の容 (よう)量 (りょう)をもつ，永 (えい)続 (ぞく)的 (てき)な記 (き)憶 (おく)である。
５　意味 (いみ)記 (き)憶 (おく)とは，経 (けい)験 (けん)や出 (で)来 (き)事 (ごと)に関 (かん)する記 (き)憶 (おく)のことである。



問題 (もんだい)４１　老 (ろう)化 (か)にともなう認 (にん)知 (ち)機 (き)能 (のう)の変 (へん)化 (か)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　認 (にん)知 (ち)機 (き)能 (のう)とは，身 (しん)体 (たい)各 (かく)部 (ぶ)からの情 (じょう)報 (ほう)の認 (にん)識 (しき)，感 (かん)覚 (かく)機 (き)能 (のう)を通 (つう)じて外 (がい)部 (ぶ)から取 (と)り入 (い)れる情 (じょう)報 (ほう)の認識 (にんしき)や，話 (はな)す，計算 (けいさん)するなど，脳 (のう)における知 (ち)的 (てき)機 (き)能 (のう)を総 (そう)称 (しょう)している。
２　高齢者 (こうれいしゃ)の場 (ば)合 (あい)，認 (にん)知 (ち)機 (き)能 (のう)についての個 (こ)人 (じん)差 (さ)は小 (ちい)さい。
３　健康 (けんこう)な高齢者 (こうれいしゃ)であっても，加 (か)齢 (れい)にともなう生 (せい)理 (り)的 (てき)な記 (き)憶 (おく)の低 (てい)下 (か)により，日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)に支 (し)障 (しょう)をきたすことがある。
４　脳 (のう)には，出 (しゅっ)生 (しょう)時 (じ)に平均 (へいきん)140億 (おく)個 (こ)の神経 (しんけい)細胞 (さいぼう)があり，1日 (にち)に10万 (まん)個 (こ)ずつ増 (ぞう)加 (か)していく。
５　加 (か)齢 (れい)にともなう変 (へん)化 (か)として，脳内 (のうない)における情 (じょう)報 (ほう)処 (しょ)理 (り)速 (そく)度 (ど)が遅 (おそ)くなるため，時 (じ)間 (かん)をかけても正 (ただ)しく遂行 (すいこう)できる課 (か)題 (だい)は少 (すく)なくなる。



問題 (もんだい)４２　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)ケアの理 (り)念 (ねん)と視 (し)点 (てん)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の人 (ひと)が人 (にん)間 (げん)らしい生 (い)き方 (かた)をできるかどうかは，本人 (ほんにん)の努 (ど)力 (りょく)にかかっている。
２　その人 (ひと)を中 (ちゅう)心 (しん)としたケアとは，本人 (ほんにん)にできる限 (かぎ)りの自 (じ)由 (ゆう)を保 (ほ)障 (しょう)することである。
３　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の人 (ひと)とコミュニケーションをはかるときに大切 (たいせつ)なことは，本人 (ほんにん)が考 (かんが)え，思 (おも)っている「現実 (げんじつ)」をまずは否 (ひ)定 (てい)することである。
４　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)ケアでは，認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の人 (ひと)のできないことに焦 (しょう)点 (てん)をあてて支 (し)援 (えん)する。
５　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)ケアでは，「援助 (えんじょ)する－援助 (えんじょ)される」という関係 (かんけい)を確立 (かくりつ)することが大切 (たいせつ)である。



問題 (もんだい)４３　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の概 (がい)要 (よう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)とは，認 (にん)知 (ち)機 (き)能 (のう)の障 (しょう)害 (がい)が先天性 (せんてんせい)，あるいは発 (はつ)育 (いく)期 (き)に起 (お)こる場 (ば)合 (あい)をいう。
２　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)は，高 (こう)齢 (れい)になるにつれて出 (しゅつ)現 (げん)率 (りつ)が低 (てい)下 (か)する。
３　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)にみられるもの忘 (わす)れとは，体験 (たいけん)の一 (いち)部 (ぶ)を忘 (わす)れるというものである。
４　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)によく似 (に)た症 (しょう)状 (じょう)を示 (しめ)すものに，せん妄 (もう)と自 (じ)閉 (へい)症 (しょう)がある。
５　うつ病 (びょう)になると，改 (かい)訂 (てい)長 (は)谷 (せ)川 (がわ)式 (しき)簡 (かん)易 (い)知 (ち)能 (のう)評 (ひょう)価 (か)スケールなどの得 (とく)点 (てん)も低 (てい)下 (か)する。




問題 (もんだい)４４　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)に類 (るい)似 (じ)した状 (じょう)態 (たい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　せん妄 (もう)は，心筋 (しんきん)梗塞 (こうそく)や肺炎 (はいえん)では起 (お)こらない。
２　朝 (あさ)は普 (ふ)通 (つう)だったのに昼 (ひる)ごろには変 (へん)化 (か)がみられ，夕方 (ゆうがた)になると再 (ふたた)びはっきりしてくるというように，せん妄 (もう)には急 (きゅう)激 (げき)な変 (へん)化 (か)がみられる。
３　せん妄 (もう)では，失禁 (しっきん)は起 (お)こらない。
４　うつ病 (びょう)になると，うつ気 (き)分 (ぶん)と意 (い)欲 (よく)の低 (てい)下 (か)という2つの症 (しょう)状 (じょう)のみが起 (お)こる。
５　うつ病 (びょう)では，午 (ご)前 (ぜん)中 (ちゅう)は気 (き)分 (ぶん)が軽 (かる)くなるが，午後 (ごご)から夕方 (ゆうがた)にかけて具 (ぐ)合 (あい)が悪 (わる)くなることが多 (おお)いのが特 (とく)徴 (ちょう)である。




問題 (もんだい)４５　アルツハイマー型 (がた)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　組 (そ)織 (しき)学 (がく)的 (てき)所 (しょ)見 (けん)としては，老人斑 (ろうじんはん)，神経 (しんけい)細胞 (さいぼう)の萎 (い)縮 (しゅく)の2つに限 (かぎ)られる。
２　見当 (けんとう)識 (しき)障 (しょう)害 (がい)（失 (しっ)見当 (けんとう)）に関連 (かんれん)して，もの盗 (と)られ妄想 (もうそう)がよくみられるようになる。
３　不 (ふ)安 (あん)状 (じょう)態 (たい)やうつ状 (じょう)態 (たい)は，思 (し)考 (こう)と判 (はん)断 (だん)力 (りょく)の障 (しょう)害 (がい)にあたる。
４　実 (じっ)行 (こう)機 (き)能 (のう)障 (しょう)害 (がい)とは，手 (て)順 (じゅん)をふんで一 (いち)連 (れん)の作 (さ)業 (ぎょう)をすることができなくなることであり，中 (ちゅう)期 (き)以 (い)降 (こう)にこの障 (しょう)害 (がい)が目 (め)立 (だ)ってくる。
５　認 (にん)知 (ち)機 (き)能 (のう)の低 (てい)下 (か)がいちじるしくなっても，人 (じん)格 (かく)の水 (すい)準 (じゅん)は比 (ひ)較 (かく)的 (てき)保 (たも)たれている。



問題 (もんだい)４６　アルツハイマー型 (がた)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)と血 (けっ)管 (かん)性 (せい)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　アルツハイマー型 (がた)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の発 (はっ)症 (しょう)時期 (じき)は明確 (めいかく)であり，症 (しょう)状 (じょう)が急 (きゅう)速 (そく)に進行 (しんこう)していく。
２　アルツハイマー型 (がた)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)では，時 (じ)間 (かん)や場 (ば)所 (しょ)についての見 (けん)当 (とう)識 (しき)が障 (しょう)害 (がい)されることはない。
３　発 (ほっ)作 (さ)型 (がた)の血管性 (けっかんせい)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)では，局 (きょく)所 (しょ)症 (しょう)状 (じょう)がとぼしいのが特 (とく)徴 (ちょう)である。
４　血 (けっ)管 (かん)性 (せい)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)は，アルツハイマー型 (がた)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)と比 (くら)べて女 (じょ)性 (せい)に多 (おお)いという特 (とく)徴 (ちょう)がある。
５　血管性 (けっかんせい)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)では，頭 (ず)痛 (つう)・頭 (ず)重 (じゅう)，めまい，もの忘 (わす)れはもっとも出 (しゅつ)現 (げん)頻 (ひん)度 (ど)が高 (たか)い。



問題 (もんだい)４７　血管性 (けっかんせい)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　緩 (かん)徐型 (じょがた)の血管性 (けっかんせい)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)は，徐 (じょ)々 (じょ)に出 (しゅつ)現 (げん)するもので，局 (きょく)所 (しょ)症 (しょう)状 (じょう)はとぼしいのが特 (とく)徴 (ちょう)である。
２　緩 (かん)徐型 (じょがた)の場 (ば)合 (あい)，知 (ち)機 (き)能 (のう)が低 (ひく)いため，アルツハイマー型 (がた)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)との区 (く)別 (べつ)は容 (よう)易 (い)である。
３　アルツハイマー型 (がた)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)と比 (くら)べて，発 (はっ)症 (しょう)年齢 (ねんれい)は70歳 (さい)以 (い)上 (じょう)に多 (おお)い。
４　少 (すこ)しずつ確実 (かくじつ)に進行 (しんこう)する。
５　アルツハイマー型 (がた)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)と比 (くら)べた場 (ば)合 (あい)，特 (とく)徴 (ちょう)的 (てき)な症 (しょう)状 (じょう)としてせん妄 (もう)は起 (お)こらない。



問題 (もんだい)４８　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の原因 (げんいん)疾患 (しっかん)別 (べつ)ケアのポイントに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　アルツハイマー型 (がた)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の人 (ひと)のもの盗 (と)られ妄想 (もうそう)に出 (で)合 (あ)ったとき，どこにしまったか忘 (わす)れたものは介 (かい)護 (ご)職 (しょく)が見 (み)つけることを心 (こころ)がける。
２　血管性 (けっかんせい)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)では，体験 (たいけん)する情 (じょう)報 (ほう)がすぐに消 (き)えてしまうため，何 (なに)か大切 (たいせつ)なことを忘 (わす)れているのではないかという不 (ふ)安 (あん)に常 (つね)につきまとわれている。
３　レビー小 (しょう)体 (たい)型 (がた)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の場 (ば)合 (あい)，直 (ちょく)前 (ぜん)のことはまったく思 (おも)い出 (だ)せない反面 (はんめん)，計 (けい)算 (さん)力 (りょく)や判 (はん)断 (だん)力 (りょく)などの障 (しょう)害 (がい)は比 (ひ)較 (かく)的 (てき)軽 (けい)度 (ど)である。
４　前 (ぜん)頭 (とう)側 (そく)頭 (とう)葉 (よう)変 (へん)性 (せい)症 (しょう)では，周 (しゅう)囲 (い)への関 (かん)心 (しん)がより高 (たか)まる。
５　前 (ぜん)頭 (とう)側 (そく)頭 (とう)葉 (よう)変 (へん)性 (せい)症 (しょう)のうち，行 (こう)動 (どう)障 (しょう)害 (がい)型 (がた)は，言 (げん)語 (ご)障 (しょう)害 (がい)型 (がた)と比 (くら)べて平 (へい)均 (きん)余 (よ)命 (めい)が長 (なが)いといわれている。


問題 (もんだい)４９　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の治 (ち)療 (りょう)と予 (よ)防 (ぼう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　現 (げん)在 (ざい)ある4種 (しゅ)類 (るい)のアルツハイマー型 (がた)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)治 (ち)療 (りょう)薬 (やく)は，原 (げん)因 (いん)治 (ち)療 (りょう)薬 (やく)である。
２　アルツハイマー型 (がた)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の薬 (やく)物 (ぶつ)療 (りょう)法 (ほう)に際 (さい)しては，副 (ふく)作 (さ)用 (よう)の可 (か)能 (のう)性 (せい)はない。
３　妄 (もう)想 (そう)や興奮 (こうふん)には，抗 (こう)精 (せい)神 (しん)病 (びょう)薬 (やく)が期 (き)待 (たい)される。
４　アルツハイマー型 (がた)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)では，喫 (きつ)煙 (えん)がもっともたしかな危 (き)険 (けん)因 (いん)子 (し)である。
５　血管性 (けっかんせい)認 (にん)知 (ち)症 (しょう)は，生 (せい)活 (かつ)習 (しゅう)慣 (かん)に左 (さ)右 (ゆう)されることはない。


問題 (もんだい)５０　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の人 (ひと)を介 (かい)護 (ご)する家 (か)族 (ぞく)へのレスパイトケアに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　レスパイトケアとは，環 (かん)境 (きょう)が変 (か)わることで混 (こん)乱 (らん)をきたした認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の人 (ひと)の家 (か)族 (ぞく)に対 (たい)して行 (おこな)う支 (し)援 (えん)のことである。
２　レスパイトケアが行 (おこな)われると家 (か)族 (ぞく)と介 (かい)護 (ご)職 (しょく)とのかかわりは減 (へ)り，介 (かい)護 (ご)にかかわる助 (じょ)言 (げん)を受 (う)ける機 (き)会 (かい)が減 (げん)少 (しょう)する可 (か)能 (のう)性 (せい)もある。
[bookmark: _Hlk52378435]３　家 (か)族 (ぞく)会 (かい)には，専 (せん)門 (もん)職 (しょく)が入 (はい)ることは禁 (きん)止 (し)されている。
[bookmark: _Hlk52378721]４　介 (かい)護 (ご)者 (しゃ)教 (きょう)室 (しつ)は，同 (おな)じ境 (きょう)遇 (ぐう)にある家 (か)族 (ぞく)同 (どう)士 (し)の語 (かた)り合 (あ)いの場 (ば)としての目 (もく)的 (てき)がきわめて大 (おお)きい。
[bookmark: _Hlk52379368]５　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)カフェの対 (たい)象 (しょう)は高 (こう)齢 (れい)者 (しゃ)だけではなく，さまざまな世 (せ)代 (だい)の人 (ひと)が自 (じ)由 (ゆう)に出 (で)入 (い)りすることができ，間 (ま)口 (ぐち)が広 (ひろ)くなっている。


問題 (もんだい)５１　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の人 (ひと)の家 (か)族 (ぞく)への支 (し)援 (えん)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

[bookmark: _Hlk52379637]１　施 (し)設 (せつ)入 (にゅう)所 (しょ)にあたっては，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は，家 (か)族 (ぞく)から在 (ざい)宅 (たく)生 (せい)活 (かつ)の様 (よう)子 (す)などを詳 (くわ)しく聞 (き)く機 (き)会 (かい)を設 (もう)けるようにする。
[bookmark: _Hlk52380402]２　通 (つう)所 (しょ)介 (かい)護 (ご)で家 (か)族 (ぞく)が見 (み)ていないときの様 (よう)子 (す)を伝 (つた)えることは，できるだけ控 (ひか)えるようにする。
[bookmark: _Hlk52380618]３　家 (か)族 (ぞく)に悩 (なや)みや困 (こま)りごとがみられた場 (ば)合 (あい)には，すぐに助 (じょ)言 (げん)することが大 (たい)切 (せつ)である。
４　「その人 (ひと)らしさが大切 (たいせつ)です」などのように，家 (か)族 (ぞく)にはできるだけあいまいな概 (がい)念 (ねん)で説 (せつ)明 (めい)するように心 (こころ)がける。
[bookmark: _Hlk52381208]５　2012（平 (へい)成 (せい)24）年 (ねん)に認 (にん)知 (ち)症 (しょう)介 (かい)護 (ご)研 (けん)究 (きゅう)・研 (けん)修 (しゅう)仙 (せん)台 (だい)センターが行 (おこな)った調 (ちょう)査 (さ)では，家 (か)族 (ぞく)への「体 (たい)調 (ちょう)への気 (き)遣 (づか)い」は，かえって心 (こころ)苦 (ぐる)しいと感 (かん)じる人 (ひと)が多 (おお)かった。


問題 (もんだい)５２　障 (しょう)害 (がい)の概 (がい)念 (ねん)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　「障 (しょう)害 (がい)は個 (こ)性 (せい)」という見 (み)方 (かた)を強 (きょう)調 (ちょう)していけば，障 (しょう)害 (がい)から生 (しょう)じる生活 (せいかつ)の困 (こん)難 (なん)さは，かなりの部 (ぶ)分 (ぶん)が払 (ふっ)拭 (しょく)される。
２　日 (に)本 (ほん)の障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)に関 (かん)する法 (ほう)的 (てき)定 (てい)義 (ぎ)は，関係 (かんけい)法律 (ほうりつ)の目的 (もくてき)をふまえながら，それぞれの障 (しょう)害 (がい)間 (かん)で整合性 (せいごうせい)のとれたものとなっている。
３　障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)基 (き)本 (ほん)法 (ほう)は，障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)の日 (にち)常 (じょう)生活 (せいかつ)及 (およ)び社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を総合的 (そうごうてき)に支 (し)援 (えん)するための法律 (ほうりつ)である。
４　知 (ち)的 (てき)障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)については，知 (ち)的 (てき)障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)福 (ふく)祉 (し)法 (ほう)で定 (てい)義 (ぎ)されている。
５　障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)総 (そう)合 (ごう)支 (し)援 (えん)法 (ほう)は，2013（平成 (へいせい)25）年 (ねん)に障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)の範 (はん)囲 (い)を見 (み)直 (なお)し，いわゆる難 (なん)病 (びょう)患 (かん)者 (じゃ)などを法 (ほう)律 (りつ)の対 (たい)象 (しょう)とした。

問題 (もんだい)５３　障 (しょう)害 (がい)の概念 (がいねん)と国際 (こくさい)生活 (せいかつ)機 (き)能 (のう)分類 (ぶんるい)（ICF）に関 (かん)する次 (つぎ)の記述 (きじゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　国際 (こくさい)障 (しょう)害 (がい)分類 (ぶんるい)（ICIDH）で提案 (ていあん)された障 (しょう)害 (がい)の3つの次 (じ)元 (げん)は，「心 (しん)身 (しん)機 (き)能 (のう)・身体 (しんたい)構造 (こうぞう)」「活動 (かつどう)」「参 (さん)加 (か)」である。
２　ICFでは，「機 (き)能 (のう)障 (しょう)害 (がい)」「能 (のう)力 (りょく)障 (しょう)害 (がい)」「社 (しゃ)会 (かい)的 (てき)不 (ふ)利 (り)」という3つの次元 (じげん)を提案 (ていあん)している。
３　ICFでは，原則 (げんそく)，中 (ちゅう)立 (りつ)的 (てき)な用 (よう)語 (ご)を使 (し)用 (よう)するため，否 (ひ)定 (てい)的 (てき)な用 (よう)語 (ご)を使 (し)用 (よう)しない。
４　ICIDHのほうが，ICFに比 (くら)べてより複雑 (ふくざつ)なモデルになっている。
５　ICFは，社会 (しゃかい)モデルにもとづいている。

問題 (もんだい)５４　障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)福 (ふく)祉 (し)の基 (き)本 (ほん)理 (り)念 (ねん)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　ノーマライゼーションとは，障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)がおかれている生 (せい)活 (かつ)条 (じょう)件 (けん)や生 (せい)活 (かつ)環 (かん)境 (きょう)より，障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)自 (じ)身 (しん)に焦 (しょう)点 (てん)をあてて問題 (もんだい)をとらえようとする考 (かんが)え方 (かた)といえる。
２　リハビリテーションという言 (こと)葉 (ば)は，高 (こう)齢 (れい)者 (しゃ)の歩 (ほ)行 (こう)能 (のう)力 (りょく)を回 (かい)復 (ふく)させたり，障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)のADLを回復 (かいふく)させたりする機 (き)能 (のう)訓 (くん)練 (れん)に限 (げん)定 (てい)して使 (し)用 (よう)される。
３　世 (せ)界 (かい)保 (ほ)健 (けん)機 (き)関 (かん)（WHO）による定 (てい)義 (ぎ)（1969年 (ねん)）によって，リハビリテーションは，理 (り)論 (ろん)的 (てき)に4つの専門的 (せんもんてき)な分 (ぶん)野 (や)に分類 (ぶんるい)された。
４ 「障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)に関 (かん)する世界 (せかい)行動 (こうどう)計画 (けいかく)」におけるリハビリテーションの定 (てい)義 (ぎ)には，決定 (けってい)の原 (げん)理 (り)は盛 (も)りこまれていない。
５ 「障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)の権 (けん)利 (り)に関 (かん)する条 (じょう)約 (やく)」では，ソーシャル・アクションが中 (ちゅう)心 (しん)的 (てき)な理 (り)念 (ねん)になった。


問題 (もんだい)５５　障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)福 (ふく)祉 (し)の基 (き)本 (ほん)理 (り)念 (ねん)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　バンク-ミケルセンによるノーマライゼーションの考 (かんが)え方 (かた)とは，障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)を市 (し)民 (みん)生活 (せいかつ)に適応 (てきおう)するためにノーマルに教 (きょう)育 (いく)することである。
２　ヴォルフェンスベルガーは，ノーマルな社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)の条 (じょう)件 (けん)をノーマライゼーションの８つの原 (げん)理 (り)にまとめている。
３　1969年 (ねん)の世 (せ)界 (かい)保 (ほ)健 (けん)機 (き)関 (かん)（WHO）によるリハビリテーションの定 (てい)義 (ぎ)は，現在 (げんざい)，国際的 (こくさいてき)な共 (きょう)通 (つう)認 (にん)識 (しき)にいたっている最 (もっと)も新 (あたら)しい定 (てい)義 (ぎ)といえる。
４　インクルージョンは，まず障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)福 (ふく)祉 (し)の分 (ぶん)野 (や)を中 (ちゅう)心 (しん)に注 (ちゅう)目 (もく)された。
５　日 (に)本 (ほん)では，1997（平成 (へいせい)9）年 (ねん)からの社会 (しゃかい)福 (ふく)祉 (し)基 (き)礎 (そ)構造 (こうぞう)改革 (かいかく)において，厚 (こう)生 (せい)労 (ろう)働 (どう)省 (しょう)は「ソーシャル・インクルージョン」という言 (こと)葉 (ば)に注 (ちゅう)目 (もく)した。

問題 (もんだい)５６　家 (か)族 (ぞく)の心 (しん)理 (り)，かかわり支 (し)援 (えん)の理 (り)解 (かい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　家 (か)族 (ぞく)支 (し)援 (えん)とは，家 (か)族 (ぞく)介 (かい)護 (ご)の肩 (かた)代 (が)わりをする支 (し)援 (えん)だけではなく，家族 (かぞく)自身 (じしん)の社会 (しゃかい)参加 (さんか)や自己 (じこ)実現 (じつげん)に対 (たい)する支援 (しえん)も必要 (ひつよう)である。
２　介 (かい)護 (ご)にかかわる公的 (こうてき)なサービスの提 (てい)供 (きょう)，所 (しょ)得 (とく)保 (ほ)障 (しょう)，環 (かん)境 (きょう)，外 (がい)出 (しゅつ)環 (かん)境 (きょう)などは，家 (か)族 (ぞく)を取 (と)り巻 (ま)くソフト面 (めん)の社会 (しゃかい)環 (かん)境 (きょう)である。
３　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は，ミーティンググループの形成 (けいせい)，を支 (ささ)えていくことを意 (い)識 (しき)する。
４　レスパイトサービスとは，サービスの利 (り)用 (よう)者 (しゃ)が必 (ひつ)要 (よう)とする緊 (きん)急 (きゅう)的 (てき)な介 (かい)護 (ご)サービスを提 (てい)供 (きょう)するサービスである。
５　ショートステイ型 (がた)のサービスは，日 (に)本 (ほん)におけるレスパイトサービスの中心 (ちゅうしん)ではない。

問題 (もんだい)５７　介 (かい)護 (ご)負 (ふ)担 (たん)の軽 (けい)減 (げん)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　障 (しょう)害 (がい)のある人 (ひと)の場 (ば)合 (あい)，機 (き)能 (のう)訓 (くん)練 (れん)の意 (い)欲 (よく)に対 (たい)し，物 (ぶつ)理 (り)的 (てき)な環 (かん)境 (きょう)が及 (およ)ぼしている影 (えい)響 (きょう)は小 (ちい)さい。
２　家 (か)族 (ぞく)が同 (どう)居 (きょ)している場 (ば)合 (あい)にホームヘルプサービスの利 (り)用 (よう)率 (りつ)が低 (ひく)くなる原因 (げんいん)は，ホームヘルパーを利 (り)用 (よう)することによる家 (か)族 (ぞく)の気兼 (きが)ねに限定 (げんてい)される。
３　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)には，障 (しょう)害 (がい)のある人 (ひと)自 (じ)身 (しん)・家 (か)族 (ぞく)による障 (しょう)害 (がい)の受容 (じゅよう)のために，制 (せい)度 (ど)的 (てき)な介 (かい)護 (ご)サービスの提 (てい)供 (きょう)が必要 (ひつよう)であることを行 (ぎょう)政 (せい)やサービス事 (じ)業 (ぎょう)者 (しゃ)に伝 (つた)える役割 (やくわり)と，障害 (しょうがい)のある人 (ひと)自身 (じしん)・家族 (かぞく)にサービスを利用 (りよう)することの重要性 (じゅうようせい)を伝 (つた)える役割 (やくわり)の双方 (そうほう)が求 (もと)められる。
４　まわりの人 (ひと)の偏 (へん)見 (けん)は，障 (しょう)害 (がい)のある人 (ひと)の社 (しゃ)会 (かい)参 (さん)加 (か)を阻 (はば)むソフト面 (めん)の環 (かん)境 (きょう)における唯一 (ゆいいつ)の問題 (もんだい)である。
５　セルフヘルプグループの役割 (やくわり)は，社 (しゃ)会 (かい)福 (ふく)祉 (し)実 (じっ)践 (せん)のなかではそれほど重 (じゅう)要 (よう)視 (し)されていない。

問題 (もんだい)５８　介 (かい)護 (ご)の理 (り)論 (ろん)や見 (み)方 (かた)・考 (かんが)え方 (かた)の変 (へん)化 (か)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　介 (かい)護 (ご)とは，加 (か)齢 (れい)や障 (しょう)害 (がい)のため自 (じ)分 (ぶん)らしい生 (せい)活 (かつ)に不 (ふ)都 (つ)合 (ごう)が生 (しょう)じた人 (ひと)に対 (たい)し，地 (ち)域 (いき)社会 (しゃかい)で自 (じ)立 (りつ)したその人 (ひと)らしい生 (せい)活 (かつ)が継 (けい)続 (ぞく)できるように支 (し)援 (えん)することである。
２　リハビリテーション医 (い)学 (がく)では，患 (かん)者 (じゃ)の病 (びょう)状 (じょう)を重 (じゅう)視 (し)して病 (びょう)気 (いん)の原因 (げんいん)を探 (さぐ)り，身 (しん)体面 (たいめん)から治 (ち)療 (りょう)方法 (ほうほう)を考 (かんが)えていく。
３　生活 (せいかつ)モデルでは，機 (き)能 (のう)回 (かい)復 (ふく)や治 (ち)療 (りょう)を中心 (ちゅうしん)とした考 (かんが)え方 (かた)のもと，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)へのアプローチが行 (おこな)われる。
４　加 (か)齢 (れい)や老 (ろう)化 (か)にともなう障 (しょう)害 (がい)があっても，その人 (ひと)らしい生活 (せいかつ)ができるようにするためには，専門 (せんもん)職 (しょく)である介 (かい)護 (ご)職 (しょく)の考 (かんが)えをもとにした支 (し)援 (えん)が必要 (ひつよう)である。
５　生活 (せいかつ)できる環 (かん)境 (きょう)づくりを実現 (じつげん)するためには，バリアフリーなど，ハード面 (めん)への配慮 (はいりょ)にこだわる。

問題 (もんだい)５９　法的 (ほうてき)根拠 (こんきょ)にもとづく介 (かい)護 (ご)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　「介 (かい)護 (ご)」という言 (こと)葉 (ば)が法 (ほう)的 (てき)な場 (ば)面 (めん)で用 (もち)いられるようになった始 (はじ)まりは，1956（昭和 (しょうわ)31）年 (ねん)の長 (なが)野 (の)県 (けん)家 (か)庭 (てい)養 (よう)護 (ご)婦 (ふ)派 (は)遣 (けん)事 (じ)業 (ぎょう)要綱 (ようこう)による。
２　1960年 (ねん)代 (だい)当 (とう)時 (じ)は，生 (せい)活 (かつ)をするために世 (せ)話 (わ)が必 (ひつ)要 (よう)な場 (ば)合 (あい)，その世話 (せわ)を公的 (こうてき)な施 (せ)策 (さく)として「介 (かい)護 (ご)」という言 (こと)葉 (ば)であらわしていた。
３　1986（昭和 (しょうわ)61）年 (ねん)，東 (とう)京 (きょう)で開 (かい)催 (さい)された国 (こく)際 (さい)社 (しゃ)会 (かい)福 (ふく)祉 (し)会 (かい)議 (ぎ)に端 (たん)を発 (はっ)する議 (ぎ)論 (ろん)は，社会 (しゃかい)福 (ふく)祉 (し)士 (し)及 (およ)び介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)法 (ほう)の制 (せい)定 (てい)には影 (えい)響 (きょう)を与 (あた)えなかった。
４　2007（平成 (へいせい)19）年 (ねん)に行 (おこな)われた社 (しゃ)会 (かい)福 (ふく)祉 (し)士 (し)及 (およ)び介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)法 (ほう)の改 (かい)正 (せい)では， 介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)の定 (てい)義 (ぎ)規 (き)定 (てい)が，「入 (にゅう)浴 (よく)，排 (はい)せつ，食 (しょく)事 (じ)その他 (た)の介 (かい)護 (ご)」などを行 (おこな)うことを業 (ぎょう)とする者 (もの)に改 (あらた)められた。
５　2011（平成 (へいせい)23）年 (ねん)の社 (しゃ)会 (かい)福 (ふく)祉 (し)士 (し)及 (およ)び介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)法 (ほう)の改 (かい)正 (せい)では，介 (かい)護 (ご)福 (ふく)祉 (し)士 (し)や介 (かい)護 (ご)職 (しょく)員 (いん)等 (とう)による喀痰 (かくたん)吸 (きゅう)引 (いん)等 (とう)の実 (じっ)施 (し)はふれられていない。

問題 (もんだい)６０　学 (がく)習 (しゅう)や記 (き)憶 (おく)のしくみに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　本能 (ほんのう)による行動 (こうどう)が，学 (がく)習 (しゅう)による影 (えい)響 (きょう)を受 (う)けることはない。
２　パブロフの古 (こ)典 (てん)的 (てき)条 (じょう)件 (けん)づけは，乱 (らん)暴 (ぼう)な行 (こう)動 (どう)の修 (しゅう)正 (せい)や仲 (なか)間 (ま)づくりにも応用 (おうよう)できる。
３　スキナーの道 (どう)具 (ぐ)的 (てき)条 (じょう)件 (けん)づけによれば，新 (あたら)しい学 (がく)習 (しゅう)を試 (こころ)みる，あるいは身 (み)につけさせたい行動 (こうどう)がある場 (ば)合 (あい)，本 (ほん)人 (にん)が好 (この)む報 (ほう)酬 (しゅう)を与 (あた)えて行動 (こうどう)を促進 (そくしん)させることができる。
４　記 (き)憶 (おく)の過 (か)程 (てい)は，記 (き)銘 (めい)→再生 (さいせい)→保持 (ほじ)という段階 (だんかい)をふむ。
５　短 (たん)期 (き)記 (き)憶 (おく)とは，視 (し)覚 (かく)や聴 (ちょう)覚 (かく)などの感 (かん)覚 (かく)器 (き)官 (かん)で知 (ち)覚 (かく)した非 (ひ)常 (じょう)に短 (みじか)い記 (き)憶 (おく)である。


問題 (もんだい)６１　介 (かい)護 (ご)に関 (かん)するこころのしくみに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　動 (どう)機 (き)づけられた行動 (こうどう)は遅 (おそ)く，弱 (よわ)く，消 (しょう)極 (きょく)的 (てき)で長続 (ながつづ)きしない。
２　外発的 (がいはつてき)動 (どう)機 (き)づけは，ひとたび行動 (こうどう)が始 (し)発 (はつ)すれば，強 (きょう)力 (りょく)かつ持 (じ)続 (ぞく)的 (てき)に高 (たか)い人 (じん)格 (かく)的 (てき)目 (もく)標 (ひょう)まで行動 (こうどう)を導 (みちび)いていける。
３　QOLは日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)動 (どう)作 (さ)といい，食 (しょく)事 (じ)，更 (こう)衣 (い)，入 (にゅう)浴 (よく)など，身 (み)の回 (まわ)りの動 (どう)作 (さ)のことである。
４　適 (てき)応 (おう)機 (き)制 (せい)（防 (ぼう)衛 (えい)機 (き)制 (せい)）によって，真 (しん)の欲 (よっ)求 (きゅう)に対 (たい)する満足 (まんぞく)が得 (え)られるようになる。
５　高齢者 (こうれいしゃ)は，心身 (しんしん)機 (き)能 (のう)の低 (てい)下 (か)のために依 (い)存 (ぞん)心 (しん)をもちやすくなるといわれている。


問題 (もんだい)６２　自己 (じこ)概念 (がいねん)と生 (い)きがいに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち、適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　自己 (じこ)概念 (がいねん)に影 (えい)響 (きょう)を与 (あた)えるものは，身 (しん)体 (たい)・精 (せい)神 (しん)面 (めん)での発 (はっ)達 (たつ)や老 (ろう)化 (か)など，自 (じ)分 (ぶん)自 (じ)身 (しん)に関 (かん)することに限 (かぎ)られる。
２　児 (じ)童 (どう)期 (き)に形 (けい)成 (せい)された自 (じ)己 (こ)概 (がい)念 (ねん)は，その後 (ご)，変 (へん)化 (か)することはない。
３　マズローは，人間 (にんげん)のもつ欲 (よっ)求 (きゅう)を，生 (せい)理 (り)的 (てき)欲 (よっ)求 (きゅう)，安 (あん)全 (ぜん)欲 (よっ)求 (きゅう)，所 (しょ)属 (ぞく)・愛 (あい)情 (じょう)の欲 (よっ)求 (きゅう)，認 (にん)欲 (よっ)求 (きゅう)，己 (こ)実 (じつ)現 (げん)欲 (よっ)求 (きゅう)の5段 (だん)階 (かい)に階 (かい)層 (そう)化 (か)した。
４　老 (ろう)化 (か)による心 (しん)理 (り)や行 (こう)動 (どう)への影 (えい)響 (きょう)を考 (かんが)えるときには，その人 (ひと)がいま現在 (げんざい)，困 (こま)っている課 (か)題 (だい)をもとに考 (かんが)えていく。
５　QOLの維持 (いじ)・向 (こう)上 (じょう)は，介 (かい)護 (ご)の目 (もく)標 (ひょう)とはなりにくい。


問題 (もんだい)６３　老 (ろう)化 (か)や障 (しょう)害 (がい)を受 (う)け入 (い)れる適 (てき)応 (おう)行 (こう)動 (どう)と阻 (そ)害 (がい)要 (よう)因 (いん)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　要 (よう)介 (かい)護 (ご)状 (じょう)態 (たい)は，自 (じ)立 (りつ)的 (てき)な行動 (こうどう)を制約 (せいやく)することが多 (おお)いため，人間 (にんげん)関係 (かんけい)や社会的 (しゃかいてき)活動 (かつどう)が縮 (しゅく)小 (しょう)しやすくなり，マズローの欲 (よっ)求 (きゅう)階 (かい)層 (そう)説 (せつ)にある承 (しょう)認 (にん)欲 (よっ)求 (きゅう)が満 (み)たされにくくなる。
２　要 (よう)介 (かい)護 (ご)状 (じょう)態 (たい)は，それまで可 (か)能 (のう)であった日 (にち)常 (じょう)のさまざまなことを困難 (こんなん)にするため，学 (がく)習 (しゅう)性 (せい)無 (む)力 (りょく)感 (かん)が生 (しょう)じやすく，本来 (ほんらい)できるはずのことまであきらめてしまう原因 (げんいん)ともなる。
３　要 (よう)介 (かい)護 (ご)状 (じょう)態 (たい)になると，高齢者 (こうれいしゃ)は，みずからの心身 (しんしん)の状 (じょう)況 (きょう)のみを原 (げん)因 (いん)として依 (い)存 (ぞん)的 (てき)になる。
４　適応 (てきおう)規 (き)制 (せい)（防 (ぼう)衛 (えい)機 (き)制 (せい)）のなかの合 (ごう)理 (り)化 (か)とは，ある観念 (かんねん)からその人 (ひと)がもっている感 (かん)情 (じょう)的 (てき)な意味 (いみ)を切 (き)り離 (はな)して，客 (きゃっ)観 (かん)的 (てき)に取 (と)り扱 (あつか)うことで不 (ふ)安 (あん)を感 (かん)じないようにすることである。
５　入 (にゅう)居 (きょ)定 (てい)員 (いん)が小 (しょう)規 (き)模 (ぼ)に限定 (げんてい)されたユニットケアであれば，集 (しゅう)団 (だん)生活 (せいかつ)においても人間 (にんげん)関係 (かんけい)に軋轢 (あつれき)が生 (しょう)じることはない。

問題 (もんだい)６４　体温 (たいおん)や呼 (こ)吸 (きゅう)のしくみに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　人間 (にんげん)は，外界 (がいかい)の温 (おん)度 (ど)が低 (ひく)いときは血管 (けっかん)が拡 (かく)張 (ちょう)して血 (けつ)液 (えき)量 (りょう)を多 (おお)くし，外界 (がいかい)の温 (おん)度 (ど)が高 (たか)いときには血 (けっ)管 (かん)が収 (しゅう)縮 (しゅく)して血 (けつ)液 (えき)量 (りょう)を少 (すく)なくすることで，体温 (たいおん)を調 (ちょう)節 (せつ)している。
２　体温 (たいおん)は，腋 (えき)窩 (か)（わきの下 (した)）のほか，口腔 (こうくう)（舌 (ぜっ)下 (か)），直 (ちょく)腸 (ちょう)（肛門 (こうもん)），耳 (じ)腔 (こう)内 (ない)のどこではかっても同 (おな)じである。
３　肺 (はい)は筋肉 (きんにく)をもっていないので，外 (がい)肋間筋 (ろっかんきん)（肋骨 (ろっこつ)のあいだをつなぐ筋肉 (きんにく)）と横隔膜 (おうかくまく)の収 (しゅう)縮 (しゅく)によって呼 (こ)吸 (きゅう)運 (うん)動 (どう)が行 (おこな)われる。
４　呼 (こ)吸 (きゅう)数 (すう)を胸 (きょう)腹 (ふく)部 (ぶ)の上 (じょう)下 (げ)運 (うん)動 (どう)で数 (かぞ)える場 (ば)合 (あい)は，側面 (そくめん)から見 (み)るより真 (ま)正 (しょう)面 (めん)から見 (み)たほうがよくわかる。
５　チェーンストークス呼 (こ)吸 (きゅう)とは，大 (おお)きな呼 (こ)吸 (きゅう)がしばらく持 (じ)続 (ぞく)したあと，突 (とつ)然 (ぜん)消 (しょう)失 (しっ)し，しばらく無 (む)呼 (こ)吸 (きゅう)が続 (つづ)き，再 (ふたた)び大 (おお)きな呼 (こ)吸 (きゅう)が始 (はじ)まるという呼 (こ)吸 (きゅう)のことである。


問題 (もんだい)６５　脈 (みゃく)拍 (はく)や血 (けつ)圧 (あつ)のしくみに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　上腕 (じょうわん)動 (どう)脈 (みゃく)では，脈 (みゃく)拍 (はく)をはかることはできない。
２　脈 (みゃく)拍 (はく)をはかるときは，人 (ひと)差 (さ)し指 (ゆび)・中 (なか)指 (ゆび)・薬 (くすり)指 (ゆび)の3本 (ぼん)をそろえて，指 (ゆび)の腹 (はら)を動 (どう)脈 (みゃく)に当 (あ)ててはかる。
３　健康 (けんこう)な成人 (せいじん)の脈 (みゃく)拍 (はく)数 (すう)は1分 (ぷん)間 (かん)に60～80回 (かい)であり，男性 (だんせい)は同年 (どうねん)の女性 (じょせい)よりも多 (おお)いとされている。
４　一般的 (いっぱんてき)に血圧 (けつあつ)と呼 (よ)んでいるのは，上 (じょう)腕 (わん)静 (じょう)脈 (みゃく)の血圧 (けつあつ)のことである。
５　心臓 (しんぞう)の収 (しゅう)縮 (しゅく)期 (き)の血圧 (けつあつ)を最 (さい)低血圧 (ていけつあつ)，拡 (かく)張 (ちょう)期 (き)の血圧 (けつあつ)を最 (さい)高血圧 (こうけつあつ)という。


問題 (もんだい)６６　骨 (ほね)や関節 (かんせつ)のはたらきなどに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　人体 (じんたい)は，体 (たい)幹 (かん)と体 (たい)肢 (し)に大 (おお)きく分 (わ)けられ，体 (たい)幹 (かん)は頭 (とう)部 (ぶ)・頸 (けい)部 (ぶ)・胸 (きょう)部 (ぶ)・腹 (ふく)部 (ぶ)に区 (く)分 (ぶん)でき，体 (たい)肢 (し)は上 (じょう)肢 (し)（上 (じょう)腕 (わん)部 (ぶ)・前腕 (ぜんわん)部 (ぶ)・手 (て)）と下肢 (かし)（大腿 (だいたい)部 (ぶ)・下 (か)腿 (たい)部 (ぶ)・足 (あし)）からなる。
２　骨 (ほね)のはたらきは，支持 (しじ)作 (さ)用 (よう)・保 (ほ)護 (ご)作 (さ)用 (よう)・運 (うん)動 (どう)作 (さ)用 (よう)の3つに限 (かぎ)られる。
３　骨 (ほね)のはたらきのなかの支持 (しじ)作 (さ)用 (よう)とは，いくつかの骨 (ほね)が集 (あつ)まり骨格 (こっかく)を形成 (けいせい)し，脳 (のう)や内臓 (ないぞう)などの重 (じゅう)要 (よう)な器 (き)官 (かん)を収 (おさ)め，保護 (ほご)することをいう。
４　関節 (かんせつ)には，可 (か)動 (どう)性 (せい)（動 (うご)く）と支 (し)持 (じ)性 (せい)（支 (ささ)える）という2つのはたらきがある。
５　関節 (かんせつ)可 (か)動 (どう)域 (いき)は，性 (せい)別 (べつ)に影 (えい)響 (きょう)を受 (う)けることはほとんどない。



問題 (もんだい)６７　筋肉 (きんにく)のはたらきとボディメカニクスの活用 (かつよう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　加 (か)齢 (れい)にともない筋 (きん)肉 (にく)量 (りょう)が減 (げん)少 (しょう)することをエストロゲンという。
２　上 (じょう)肢 (し)の筋 (きん)肉 (にく)は血 (けつ)液 (えき)を心 (しん)臓 (ぞう)に戻 (もど)すためのポンプのはたらきをしている。
３　ボディメカニクスの基 (き)本 (ほん)原 (げん)理 (り)によれば，支 (し)持 (じ)基 (き)底 (てい)面積 (めんせき)を狭 (せま)くとるほど身体 (しんたい)は安定 (あんてい)する。
４　ボディメカニクスの基 (き)本 (ほん)原 (げん)理 (り)によれば，引 (ひ)くよりも押 (お)すほうが，より少 (すく)ない力 (ちから)で動 (うご)かすことができる。
５　ボディメカニクスの基 (き)本 (ほん)原 (げん)理 (り)によれば，てこの原 (げん)理 (り)を応 (おう)用 (よう)することで，より少 (すく)ない力 (ちから)で介 (かい)助 (じょ)することが可 (か)能 (のう)になる。



問題 (もんだい)６８　中 (ちゅう)枢 (すう)神 (しん)経 (けい)と末 (まっ)梢 (しょう)神 (しん)経 (けい)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

[bookmark: _Hlk50573340]１　中 (ちゅう)枢 (すう)神 (しん)経 (けい)は脳 (のう)と脊 (せき)髄 (ずい)からなり，運 (うん)動 (どう)，覚 (かく)，自 (じ)律 (りつ)機 (き)能 (のう)といった身 (しん)体 (たい)のさまざまな機 (き)能 (のう)を統 (とう)合 (ごう)・制 (せい)御 (ぎょ)している。
[bookmark: _Hlk50573627]２　脳 (のう)は大 (だい)脳 (のう)，間 (かん)脳 (のう)，中 (ちゅう)脳 (のう)，橋 (きょう)，延 (えん)髄 (ずい)，小 (しょう)脳 (のう)に区 (く)分 (ぶん)され，中 (ちゅう)脳 (のう)，橋 (きょう)，延 (えん)髄 (ずい)を感 (かん)覚 (かく)器 (き)という。
[bookmark: _Hlk50573926]３　脊 (せき)髄 (ずい)には内 (ない)分 (ぶん)泌 (ぴつ)の中 (ちゅう)枢 (すう)としての機 (き)能 (のう)もあり，これを脊 (せき)髄 (ずい)分 (ぶん)泌 (ぴつ)という。
[bookmark: _Hlk50574517]４　脊 (せき)髄 (ずい)神 (しん)経 (けい)は骨 (こっ)格 (かく)系 (けい)・外 (がい)皮 (ひ)系 (けい)に分 (ぶん)布 (ぷ)し，運 (うん)動 (どう)神 (しん)経 (けい)と感 (かん)覚 (かく)神 (しん)経 (けい)で構 (こう)成 (せい)されている。
５　体 (たい)性 (せい)神 (しん)経 (けい)は31対 (つい)あり内 (ない)臓 (ぞう)，筋 (きん)肉 (にく)，覚 (かく)器 (き)に分 (ぶん)布 (ぷ)している。



問題 (もんだい)６９　介 (かい)護 (ご)に関 (かん)するからだのしくみに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　中 (ちゅう)枢 (すう)神経 (しんけい)は，そのはたらきによって体性 (たいせい)神経 (しんけい)と自 (じ)律 (りつ)神経 (しんけい)に分 (わ)けられる。
２　交感神経 (こうかんしんけい)は，からだを緊 (きん)張 (ちょう)から解 (と)きほぐし，休 (きゅう)息 (そく)させるようにはたらく神経 (しんけい)である。
３　感 (かん)覚 (かく)器 (き)のうち，実際 (じっさい)に味 (あじ)を感 (かん)じるのは喉 (こう)頭蓋 (とうがい)である。
４　首 (くび)と腹 (ふく)部 (ぶ)にはさまれた部 (ぶ)分 (ぶん)を胸 (きょう)部 (ぶ)という。
５　鼻 (び)腔 (くう)から入 (はい)って肺 (はい)に達 (たっ)するまでの空 (くう)気 (き)の通 (とお)り道 (みち)を食 (しょく)道 (どう)という。



問題 (もんだい)７０　呼 (こ)吸 (きゅう)器 (き)や消 (しょう)化 (か)器 (き)，泌 (ひ)尿 (にょう)器 (き)の働きに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　上 (じょう)気 (き)道 (どう)とは，鼻 (び)腔 (くう)→咽頭 (いんとう)→喉 (こう)頭 (とう)→気 (き)管 (かん)までを指 (さ)す。
２　内 (ない)呼 (こ)吸 (きゅう)とは，気 (き)道 (どう)に吸 (す)いこまれた空 (くう)気 (き)が肺胞 (はいほう)に達 (たっ)し，肺胞 (はいほう)周 (しゅう)囲 (い)の毛細 (もうさい)血管 (けっかん)を流 (なが)れる血液 (けつえき)に酸 (さん)素 (そ)を与 (あた)える一方 (いっぽう)で，二 (に)酸 (さん)化 (か)炭 (たん)素 (そ)を血液 (けつえき)から受 (う)けとるガス交換 (こうかん)のことをいう。
３　消 (しょう)化 (か)管 (かん)は，口 (こう)腔 (くう)から咽 (いん)頭 (とう)・食 (しょく)道 (どう)・胃 (い)・小 (しょう)腸 (ちょう)・大 (だい)腸 (ちょう)・肛門 (こうもん)までの1本 (ぽん)の管 (かん)腔 (くう)臓 (ぞう)器 (き)で構 (こう)成 (せい)されている。
４　グリコーゲンの生 (せい)成 (せい)と貯 (ちょ)蔵 (ぞう)，たんぱく質 (しつ)の生 (せい)成 (せい)，不 (ふ)要 (よう)なアミノ酸 (さん)の処 (しょ)理 (り)などは，膵 (すい)臓 (ぞう)で行 (おこな)われる。
５　尿 (にょう)管 (かん)は，長 (なが)さ約 (やく)30cm，直径 (ちょっけい)4～7mmで左 (さ)右 (ゆう)の腎 (じん)臓 (ぞう)から出 (で)て尿 (にょう)道 (どう)まで続 (つづ)く２対 (つい)の管 (くだ)である。



問題 (もんだい)７１　介 (かい)護 (ご)に関 (かん)するからだのしくみに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　小 (しょう)腸 (ちょう)は盲 (もう)腸 (ちょう)，腸 (ちょう)（上 (じょう)行 (こう)，行 (こう)，下 (か)行 (こう)，S状 (じょう)），直 (ちょく)腸 (ちょう)に区 (く)分 (ぶん)される。
２　尿 (にょう)道 (どう)は，女 (じょ)性 (せい)よりも男 (だん)性 (せい)のほうが長 (なが)い器 (き)官 (かん)である。
３　膵臓 (すいぞう)にあるランゲルハンス島 (とう)からは，アドレナリンとノルアドレナリンが分泌 (ぶんぴつ)されている。
４　肺 (はい)から出 (で)た動 (どう)脈 (みゃく)血 (けつ)は，右 (う)心 (しん)房 (ぼう)を経 (けい)由 (ゆ)して，右 (う)心 (しん)室 (しつ)より出 (で)る大 (だい)動 (どう)脈 (みゃく)を流 (なが)れる。
５　白 (はっ)血 (けっ)球 (きゅう)は，酸 (さん)素 (そ)の運搬 (うんぱん)に欠 (か)かせない細胞 (さいぼう)成分 (せいぶん)である。



問題 (もんだい)７２　内分泌 (ないぶんぴつ)や生 (せい)殖 (しょく)器 (き)，環 (かん)器 (き)，血 (けつ)液 (えき)のはたらきに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　内分泌 (ないぶんぴつ)腺 (せん)でつくり出 (だ)される分 (ぶん)泌 (ぴつ)物 (ぶつ)をホルモンという。
２　上 (じょう)皮 (ひ)小 (しょう)体 (たい)は，ホルモンが分泌 (ぶんぴつ)されない器 (き)官 (かん)である。
３　卵 (らん)子 (し)は精 (せい)巣 (そう)の中 (なか)で成 (せい)熟 (じゅく)し，通 (つう)常 (じょう)，月 (つき)1回 (かい)卵 (らん)管 (かん)を通 (とお)り排 (はい)卵 (らん)される。
４　リンパ管 (かん)は，リンパ節 (せつ)を経 (けい)由 (ゆ)しながら合 (ごう)流 (りゅう)し，最 (さい)後 (ご)はリンパ本 (ほん)幹 (かん)となって動 (どう)脈 (みゃく)に流 (なが)れる。
５　血液 (けつえき)は，体 (たい)重 (じゅう)の約 (やく)15％を占 (し)めている。





問題 (もんだい)７３　内 (ない)分 (ぶん)泌 (ぴつ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　下 (か)垂 (すい)体 (たい)は，前葉 (ぜんよう)・後 (こう)葉 (よう)の2つに分 (わ)かれている。
２　下 (か)垂 (すい)体 (たい)の前 (ぜん)葉 (よう)からは，抗 (こう)利 (り)尿 (にょう)ホルモン（ADH）と子 (し)宮 (きゅう)の収 (しゅう)縮 (しゅく)や乳汁 (にゅうじゅう)の放出 (ほうしゅつ)をうながすオキシトシン（OXT）が分泌 (ぶんぴつ)される。
３　甲 (こう)状 (じょう)腺 (せん)からは血 (けつ)液 (えき)中 (ちゅう)のカルシウム濃 (のう)度 (ど)を下 (さ)げるカルシトニンが分 (ぶん)泌 (ぴつ)されている。
４　上 (じょう)皮 (ひ)小 (しょう)体 (たい)は，甲 (こう)状 (じょう)腺 (せん)の裏 (うら)側 (がわ)に左 (さ)右 (ゆう)2対 (つい)ある米粒大 (こめつぶだい)の器 (き)官 (かん)で，エネルギー代謝を促進し，基礎代謝を高めるサイロキシン（T4）やトリヨードサイロニン（T3）というホルモンを分泌 (ぶんぴつ)している。
５　副腎 (ふくじん)皮 (ひ)質 (しつ)からは，アドレナリンとノルアドレナリンが分泌 (ぶんぴつ)されている。


問題 (もんだい)７４　生活 (せいかつ)と家事 (かじ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　家事 (かじ)援助 (えんじょ)は緊 (きん)急 (きゅう)性 (せい)をともなわないため，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の生活 (せいかつ)の根幹 (こんかん)にかかわることはない。
２　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)が行 (おこな)う家事 (かじ)援助 (えんじょ)は，単 (たん)なるお手 (て)伝 (つだ)いではなく，１人 (り)の人間 (にんげん)として利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の尊厳 (そんげん)を守 (まも)りつつ，その人 (ひと)らしい生活 (せいかつ)を継続 (けいぞく)できるように援助 (えんじょ)する役割 (やくわり)を担 (にな)っている。
３　調 (ちょう)理 (り)は，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)にとってそれぞれの家 (か)庭 (てい)で日 (にち)常 (じょう)的 (てき)に行 (おこな)っていることであるため，私 (し)生 (せい)活 (かつ)と同 (おな)じ視点 (してん)をもって援 (えん)助 (じょ)していってかまわない。
４　食 (た)べたいものや希 (き)望 (ぼう)をうまく出 (だ)せない利 (り)用 (よう)者 (しゃ)には，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)が献立 (こんだて)を決定 (けってい)していく。
５　調 (ちょう)理 (り)の援助 (えんじょ)では，「ともに行 (おこな)う」介 (かい)護 (ご)の視 (し)点 (てん)は必要 (ひつよう)とされない。


問題 (もんだい)７５　家事 (かじ)援助 (えんじょ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　家事 (かじ)援助 (えんじょ)は，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)の長 (なが)年 (ねん)の経験 (けいけん)だけで適切 (てきせつ)に援助 (えんじょ)することが可 (か)能 (のう)である。
２　家事 (かじ)は，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)が自 (し)然 (ぜん)に身 (み)につけてきたものであるため，表 (ひょう)面 (めん)上 (じょう)は見 (み)えにくい一定 (いってい)の法則性 (ほうそくせい)もあるが，援助 (えんじょ)に際 (さい)して，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)のそれまでの生 (せい)活 (かつ)や環 (かん)境 (きょう)の理 (り)解 (かい)は求 (もと)められない。
３　家事 (かじ)は，毎日 (まいにち)連続 (れんぞく)して行 (おこな)われるものであるため，高齢者 (こうれいしゃ)を支 (し)援 (えん)する際 (さい)には，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の能 (のう)力 (りょく)の活 (かつ)用 (よう)より介 (かい)護 (ご)職 (しょく)が考 (かんが)える効率性 (こうりつせい)を優先 (ゆうせん)する。
４　家事 (かじ)が自 (じ)分 (ぶん)でできなくなり，他 (た)者 (しゃ)から援 (えん)助 (じょ)されるようになると，再 (ふたた)び自 (じ)分 (ぶん)でできるようになることはむずかしい。
５　家事 (かじ)は，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)が生 (せい)活 (かつ)の主 (しゅ)体 (たい)となると意 (い)欲 (よく)を引 (ひ)き出 (だ)すきっかけとなるので，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)としては，ともに行 (おこな)うはたらきかけを心 (こころ)がけていく。


問題 (もんだい)７６　生活 (せいかつ)と家事 (かじ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　調 (ちょう)理 (り)の援 (えん)助 (じょ)では，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)が望 (のぞ)んでいる食 (しょく)生 (せい)活 (かつ)より本人 (ほんにん)の健康 (けんこう)状 (じょう)態 (たい)や栄養 (えいよう)バランスを優先 (ゆうせん)しながら，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)が主 (しゅ)体 (たい)となって食 (しょく)事 (じ)のメニューを決 (き)める。
２　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)宅 (たく)で洗 (せん)濯 (たく)の援 (えん)助 (じょ)を行 (おこな)う場 (ば)合 (あい)，よごれものの仕 (し)分 (わ)けは介 (かい)護 (ご)職 (しょく)が行 (おこな)う。
３　そうじの援助 (えんじょ)では，その場 (ば)に散 (ち)らかっているものの片 (かた)付 (づ)けから始 (はじ)める。
４　衣 (い)類 (るい)を長 (ちょう)期 (き)保 (ほ)管 (かん)するために箱 (はこ)や衣 (い)装 (しょう)ケースを利 (り)用 (よう)するときは，何 (なに)が入 (はい)っているのかがわかるように名 (な)札 (ふだ)をつけておくとよい。
５　買 (か)い物 (もの)を代行 (だいこう)する場 (ば)合 (あい)，購 (こう)入 (にゅう)する店 (みせ)は介 (かい)護 (ご)職 (しょく)が決 (き)める。



問題 (もんだい)７７　調 (ちょう)理 (り)と洗 (せん)濯 (たく)の援 (えん)助 (じょ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　調 (ちょう)理 (り)の援 (えん)助 (じょ)では，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)が献立 (こんだて)を決 (き)める。
２　調 (ちょう)理 (り)の援 (えん)助 (じょ)では，食 (しょっ)器 (き)はすべてプラスチック製 (せい)のものを選 (えら)ぶ。
３　食 (しょっ)器 (き)の収 (しゅう)納 (のう)では，重 (おも)い食 (しょっ)器 (き)を高 (たか)い位置 (いち)に収 (しゅう)納 (のう)するなどの工 (く)夫 (ふう)が必要 (ひつよう)である。
４　洗濯 (せんたく)のプロセスは，水 (みず)洗 (あら)いかドライクリーニングかの仕 (し)分 (わ)けからはじまる。
５　洗濯物 (せんたくもの)を干 (ほ)すときは，干 (ほ)す前 (まえ)に一 (いち)度 (ど)たたむとしわが伸 (の)び，形 (かたち)が整 (ととの)えられる。



問題 (もんだい)７８　洗濯 (せんたく)の援助 (えんじょ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　水 (みず)洗 (あら)いのできるものについては色物 (いろもの)，白物 (しろもの)などもいっしょに洗濯 (せんたく)してかまわない。
２　全 (ぜん)自 (じ)動 (どう)洗 (せん)濯 (たく)機 (き)を使 (し)用 (よう)する場 (ば)合 (あい)は，すべて節約 (せつやく)コースで洗濯 (せんたく)する。
３　洗濯物 (せんたくもの)をたたむことには，衣 (い)服 (ふく)の形 (かたち)を整 (ととの)えしわを伸 (の)ばすということだけでなく，衣 (い)服 (ふく)の寿 (じゅ)命 (みょう)を延 (の)ばすという効 (こう)果 (か)もある。
４　洗濯 (せんたく)された衣 (い)類 (るい)の収 (しゅう)納 (のう)を援 (えん)助 (じょ)することは，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の自 (じ)立 (りつ)につながらない。
５　洗濯 (せんたく)は，家事 (かじ)のなかでも比 (ひ)較 (かく)的 (てき)利 (り)用 (よう)者 (しゃ)がかかわりやすいところであるため，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は援助 (えんじょ)を控 (ひか)え，可 (か)能 (のう)な限 (かぎ)り利 (り)用 (よう)者 (しゃ)に行 (おこな)ってもらう。



問題 (もんだい)７９　洗濯 (せんたく)やそうじ・ごみ捨 (す)て，衣 (い)服 (ふく)の補 (ほ)修 (しゅう)・裁 (さい)縫 (ほう)の援 (えん)助 (じょ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　洗濯 (せんたく)の援助 (えんじょ)では，洗濯物 (せんたくもの)を干 (ほ)す場 (ば)所 (しょ)，器 (き)具 (ぐ)，干 (ほ)し方 (かた)について利 (り)用 (よう)者 (しゃ)と確認 (かくにん)する。
２　そうじ・ごみ捨 (す)ての援助 (えんじょ)とは，よごれたところをきれいにすることが最大 (さいだい)の目的 (もくてき)である。
３　室内 (しつない)が乱雑 (らんざつ)な場 (ば)合 (あい)，要 (よう)な物 (もの)と不 (ふ)要 (よう)な物 (もの)の判 (はん)断 (だん)は介 (かい)護 (ご)職 (しょく)が行 (おこな)う。
４　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)宅 (たく)での衣 (い)服 (ふく)の補 (ほ)修 (しゅう)・裁縫 (さいほう)の援助 (えんじょ)では，補 (ほ)修 (しゅう)したあとに，洗濯 (せんたく)をしてきれいにしておく。
５　衣 (い)服 (ふく)の補 (ほ)修 (しゅう)・裁縫 (さいほう)の援助 (えんじょ)の場 (ば)面 (めん)で，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)がはさみや針 (はり)を使 (つか)うことは危 (き)険 (けん)につながることもあるため，やめてもらう。



問題 (もんだい)８０　そうじ・ごみ捨 (す)ての援助 (えんじょ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　そうじは，よごれたところをきれいにするというプロセスのみで成 (な)り立 (た)っている。
２　掃 (そう)除 (じ)機 (き)は，ゆっくりかけるより，一 (いっ)気 (き)に早 (はや)く力 (ちから)を入 (い)れてかけたほうがほこりを取 (と)りこぼさない。
３　ほうきを使 (し)用 (よう)するときは，ほうきに力 (ちから)を入 (い)れないようにして使 (つか)うのがコツである。
４　ごみの分別 (ぶんべつ)は，可 (か)燃 (ねん)ごみと不 (ふ)燃 (ねん)ごみの２つに限 (かぎ)られる。
５　一 (ひと)人 (り)暮 (ぐ)らしでごみ収 (しゅう)集 (しゅう)場 (ば)所 (しょ)まで歩 (ほ)行 (こう)が困 (こん)難 (なん)という場 (ば)合 (あい)には，近隣 (きんりん)と相談 (そうだん)して協 (きょう)力 (りょく)をお願 (ねが)いするほか，自 (じ)治 (ち)体 (たい)の個 (こ)別 (べつ)収 (しゅう)集 (しゅう)サービスを活用 (かつよう)するなどの工 (く)夫 (ふう)をこらす。



問題 (もんだい)８１　衣 (い)服 (ふく)・寝 (しん)具 (ぐ)の衛 (えい)生 (せい)管 (かん)理 (り)の援 (えん)助 (じょ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　寝 (しん)具 (ぐ)の清 (せい)潔 (けつ)を保 (たも)つことは，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の安全 (あんぜん)とは関係 (かんけい)しない。
２　衣 (い)服 (ふく)をたたんで重 (かさ)ねるとよく見 (み)えないことがあれば，引 (ひ)き出 (だ)しの高 (たか)さくらいに小 (ちい)さくたたむか，端 (はし)から丸 (まる)めて立 (た)てて保 (ほ)管 (かん)するという方法 (ほうほう)もある。
３　衣 (い)服 (ふく)につく害 (がい)虫 (ちゅう)は，セルロースやたんぱく質 (しつ)などの天然 (てんねん)の高 (こう)分 (ぶん)子 (し)物 (ぶっ)質 (しつ)を加 (か)工 (こう)した化 (か)学 (がく)繊 (せん)維 (い)を好 (この)んで食 (た)べる。
４　防 (ぼう)虫 (ちゅう)剤 (ざい)の揮 (き)発 (はつ)した気 (き)体 (たい)は空 (くう)気 (き)より軽 (かる)いため，ある程 (てい)度 (ど)なら衣 (い)服 (ふく)を詰 (つ)めこんでもかまわない。
５　衣 (い)服 (ふく)をのりづけして長 (ちょう)期 (き)保 (ほ)存 (ぞん)する場 (ば)合 (あい)には，でんぷんのりを使 (し)用 (よう)する。


問題 (もんだい)８２　快適 (かいてき)な居 (きょ)住 (じゅう)環 (かん)境 (きょう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　住 (す)まいは，人 (ひと)が生活 (せいかつ)する場 (ば)であるため，住 (す)むこと自 (じ)体 (たい)がストレスとなることはない。
２　WHO（世 (せ)界 (かい)保 (ほ)健 (けん)機 (き)関 (かん)）では，快適 (かいてき)で健康的 (けんこうてき)な居 (きょ)住 (じゅう)環 (かん)境 (きょう)について，「事故 (じこ)による危 (き)険 (けん)性 (せい)が多 (た)少 (しょう)あっても，住 (じゅう)居 (きょ)が立 (りっ)地 (ち)的 (てき)に心 (ここ)地 (ち)よく，当 (あ)たり前 (まえ)の住 (じゅう)生活 (せいかつ)を送 (おく)ることができる十 (じゅう)分 (ぶん)な空 (くう)間 (かん)が保 (ほ)障 (しょう)されている環 (かん)境 (きょう)である。」と提 (てい)示 (じ)している。
３　居 (きょ)住 (じゅう)環 (かん)境 (きょう)を整 (ととの)えることは，QOL（生活 (せいかつ)の質 (しつ)）を高 (たか)めることにはなるが，介 (かい)護 (ご)負 (ふ)担 (たん)の軽減 (けいげん)にはつながらない。
４　従 (じゅう)来 (らい)の日 (に)本 (ほん)の家 (か)屋 (おく)は，畳 (たたみ)と木 (き)の温 (あたた)かな感 (かん)触 (しょく)があるため，身 (しん)体 (たい)機 (き)能 (のう)面 (めん)からみても高 (こう)齢 (れい)者 (しゃ)や障 (しょう)害 (がい)のある人 (ひと)にやさしいつくりとなっている。
５　日 (に)本 (ほん)の住 (じゅう)宅 (たく)構 (こう)造 (ぞう)の問題点 (もんだいてん)として，住 (じゅう)宅 (たく)内 (ない)に段 (だん)差 (さ)が多 (おお)いこと，防 (ぼう)寒 (かん)に不 (ふ)十 (じゅう)分 (ぶん)であることなどがあげられる。


問題 (もんだい)８３　快適 (かいてき)な生活 (せいかつ)の場 (ば)づくりに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　車 (くるま)いすへの移 (い)乗 (じょう)や介助者 (かいじょしゃ)スペースを考 (かんが)えると，玄関 (げんかん)土間 (どま)の間 (ま)口 (ぐち)は最低 (さいてい)でも1650㎜程 (てい)度 (ど)は必要 (ひつよう)となる。
２　上 (あ)がりかまちの真 (ま)上 (うえ)に横 (よこ)の手 (て)すりを設 (せっ)置 (ち)すると，安全 (あんぜん)に昇 (しょう)降 (こう)しやすくなる。
３　階段 (かいだん)は，勾配 (こうばい)がゆるやかで，踊 (おど)り場 (ば)はないほうがよい。
４　階段 (かいだん)の照 (しょう)明 (めい)器具 (きぐ)は，足元 (あしもと)に影 (かげ)ができないように，階段 (かいだん)の下 (した)から上 (うえ)に向 (む)けて１か所 (しょ)設 (せっ)置 (ち)する。
５　洗面所 (せんめんじょ)や脱 (だつ)衣 (い)室 (しつ)は，広 (ひろ)ければ広 (ひろ)いほど自 (じ)由 (ゆう)に動 (うご)けてよい。


問題 (もんだい)８４　高齢者 (こうれいしゃ)などに配慮 (はいりょ)した，安心 (あんしん)で快適 (かいてき)な生活 (せいかつ)の場 (ば)づくりに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　玄関 (げんかん)の戸 (と)は，開 (ひら)き戸 (ど)が望 (のぞ)ましい。
２　階段 (かいだん)の手 (て)すりは，上 (のぼ)る際 (さい)の利 (き)き手 (て)側 (がわ)に設 (せっ)置 (ち)されていればよい。
３　洗面所 (せんめんじょ)や脱 (だつ)衣 (い)室 (しつ)は，限 (かぎ)られたスペースを有効 (ゆうこう)に活用 (かつよう)するために，トイレや洗 (せん)面 (めん)所 (じょ)をワンルーム化 (か)するのも1つの方法 (ほうほう)である。
４　高齢者 (こうれいしゃ)の場 (ば)合 (あい)，色 (いろ)への配 (はい)慮 (りょ)として，明 (めい)暗 (あん)差 (さ)の小 (ちい)さい配 (はい)色 (しょく)を心 (こころ)がける。
５　家 (か)庭内 (ていない)におけるおもな不 (ふ)慮 (りょ)の事故 (じこ)で亡 (な)くなった人 (ひと)を年齢 (ねんれい)別 (べつ)にみると，幼 (よう)児 (じ)の割合 (わりあい)が圧倒的 (あっとうてき)に多 (おお)くなっている。

問題 (もんだい)８５　快適 (かいてき)な生活 (せいかつ)の場 (ば)づくりに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　車 (くるま)いすで調 (ちょう)理 (り)をする場 (ば)合 (あい)は，カウンター（机 (き)上面 (じょうめん)）の高 (たか)さは1000～1100㎜程 (てい)度 (ど)が目 (め)安 (やす)となる。
２　照 (しょう)明 (めい)は，均 (きん)一 (いつ)の明 (あか)るさを必 (ひつ)要 (よう)とする場 (ば)所 (しょ)では白熱 (はくねつ)灯 (とう)のランプを，寝室 (しんしつ)など落 (お)ち着 (つ)いた雰 (ふん)囲 (い)気 (き)を出 (だ)したいときには蛍 (けい)光 (こう)灯 (とう)を使 (し)用 (よう)する。
３　高齢者 (こうれいしゃ)の場 (ば)合 (あい)，眼 (め)の水 (すい)晶 (しょう)体 (たい)が黄 (き)色 (いろ)く濁 (にご)ってくると，とくに赤 (あか)い系統 (けいとう)の色彩 (しきさい)の微 (び)妙 (みょう)な区 (く)別 (べつ)がつきにくくなる。
４　人間 (にんげん)の体 (からだ)は，100㏈（デシベル）くらいの騒音 (そうおん)を聞 (き)くと，耳 (みみ)にずきずきした痛 (いた)みを感 (かん)じる。
５　騒音 (そうおん)の防 (ぼう)止 (し)対 (たい)策 (さく)には，遮 (しゃ)音 (おん)と吸 (きゅう)音 (おん)がある。


問題 (もんだい)８６　住 (じゅう)宅 (たく)改 (かい)修 (しゅう)や福 (ふく)祉 (し)用 (よう)具 (ぐ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)による住 (じゅう)宅 (たく)改 (かい)修 (しゅう)は，工 (こう)事 (じ)施 (せ)行 (こう)業 (ぎょう)者 (しゃ)とのあいだに結 (むす)んだ契約書 (けいやくしょ)を保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)が認 (みと)めれば，住 (じゅう)宅 (たく)自 (じ)体 (たい)の大 (おお)きな改 (かい)修 (しゅう)を行 (おこな)うこともできる。
２　住 (じゅう)宅 (たく)改 (かい)修 (しゅう)の利 (り)用 (よう)の手 (て)続 (つづ)きは，事 (じ)後 (ご)届 (とどけ)出 (で)制 (せい)度 (ど)となっている。
３　住 (じゅう)宅 (たく)改 (かい)修 (しゅう)後 (ご)は，実 (じっ)施 (し)した場 (ば)所 (しょ)での動 (どう)作 (さ)の改善 (かいぜん)度合 (どあ)いを確認 (かくにん)するとともに，継続的 (けいぞくてき)なモニタリングを実 (じっ)施 (し)し，新 (あら)たな問題 (もんだい)が確認 (かくにん)されれば，ケアプランの見 (み)直 (なお)しを行 (おこな)う。
４　福 (ふく)祉 (し)用 (よう)具 (ぐ)については，要 (よう)介 (かい)護 (ご)者 (しゃ)の身 (しん)体 (たい)状 (じょう)況 (きょう)や介 (かい)護 (ご)の必 (ひつ)要 (よう)度 (ど)が変 (へん)化 (か)しやすいため，その状 (じょう)態 (たい)像 (ぞう)に応 (おう)じて適 (てき)切 (せつ)な用 (よう)具 (ぐ)が提 (てい)供 (きょう)されるよう，すべて貸 (たい)与 (よ)によるものとされている。
５　福 (ふく)祉 (し)用 (よう)具 (ぐ)専 (せん)門 (もん)相 (そう)談 (だん)員 (いん)は，福 (ふく)祉 (し)用 (よう)具 (ぐ)が適 (てき)切 (せつ)に選択 (せんたく)されるよう利 (り)用 (よう)者 (しゃ)に対 (たい)して情 (じょう)報 (ほう)の提 (てい)供 (きょう)は行 (おこな)うが，使 (つか)い方 (かた)の指 (し)導 (どう)は行 (おこな)わない。


問題 (もんだい)８７　福 (ふく)祉 (し)用 (よう)具 (ぐ)の活 (かつ)用 (よう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　電 (でん)動 (どう)車 (くるま)いすは，道 (どう)路 (ろ)交通法 (こうつうほう)では原 (げん)動 (どう)機 (き)付 (つき)自 (じ)転 (てん)車 (しゃ)とみなされ，最 (さい)高 (こう)速 (そく)度 (ど)は15km以下 (いか)に制限 (せいげん)されている。
２　腰掛 (こしかけ)便 (べん)座 (ざ)には，電動式 (でんどうしき)またはスプリング式 (しき)で，便 (べん)座 (ざ)にすわる際 (さい)に補 (ほ)助 (じょ)ができる機 (き)能 (のう)を有 (ゆう)しているものがある。
３　福 (ふく)祉 (し)用 (よう)具 (ぐ)を使 (し)用 (よう)していれば，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の体型 (たいけい)と福 (ふく)祉 (し)用 (よう)具 (ぐ)の適合 (てきごう)はそれほど問題 (もんだい)とはならない。
４　介 (かい)護 (ご)者 (しゃ)の負 (ふ)担 (たん)を軽 (けい)減 (げん)する福 (ふく)祉 (し)用 (よう)具 (ぐ)の導 (どう)入 (にゅう)・活用 (かつよう)は，家 (か)族 (ぞく)介 (かい)護 (ご)者 (しゃ)の健康 (けんこう)を守 (まも)るためにも必要 (ひつよう)である。
５　福 (ふく)祉 (し)用 (よう)具 (ぐ)の有 (ゆう)効 (こう)性 (せい)は，居 (きょ)住 (じゅう)環 (かん)境 (きょう)により影 (えい)響 (きょう)されることはない。


問題 (もんだい)８８　排泄 (はいせつ)の基礎 (きそ)知 (ち)識 (しき)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　緊 (きん)張 (ちょう)するとトイレが近 (ちか)くなったり，旅行 (りょこう)に行 (い)くと便 (べん)秘 (ぴ)になったりするのは，排 (はい)尿 (にょう)や排便 (はいべん)を調 (ちょう)整 (せい)している体 (たい)性 (せい)神 (しん)経 (けい)がこころの影 (えい)響 (きょう)を受 (う)けやすいために起 (お)こる。
２　全身 (ぜんしん)をめぐった血液 (けつえき)は肝臓 (かんぞう)でろ過 (か)されて，不 (ふ)要 (よう)になった水分 (すいぶん)と老廃物 (ろうはいぶつ)を尿 (にょう)として排泄 (はいせつ)する。
３　腎臓 (じんぞう)でつくられた尿 (にょう)は，尿 (にょう)道 (どう)という細 (ほそ)い管 (くだ)を通 (とお)って膀胱 (ぼうこう)に運 (はこ)ばれる。
４　便 (べん)が肛門 (こうもん)まで移 (い)動 (どう)できるのは，蠕動 (ぜんどう)運動 (うんどう)と呼 (よ)ばれる腸 (ちょう)の伸 (の)び縮 (ちぢ)みの動 (うご)きによるものである。
５　便 (べん)意 (い)はなくても排便 (はいべん)はできる。



問題 (もんだい)８９　排泄 (はいせつ)に関連 (かんれん)したこころのしくみに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　心 (しん)身 (しん)症 (しょう)は，精神的 (せいしんてき)ストレスあるいは不 (ふ)安 (あん)の結 (けっ)果 (か)，身 (しん)体 (たい)症 (しょう)状 (じょう)が出 (で)るもので，心因性 (しんいんせい)頻 (ひん)尿 (にょう)や過 (か)敏 (びん)性 (せい)腸 (ちょう)症 (しょう)候 (こう)群 (ぐん)があてはまる。
２　過 (か)敏 (びん)性 (せい)腸 (ちょう)症 (しょう)候 (こう)群 (ぐん)は，高齢者 (こうれいしゃ)に多 (おお)くみられる。
３　神 (しん)経 (けい)症 (しょう)の場 (ば)合 (あい)，排 (はい)泄 (せつ)障 (しょう)害 (がい)はともなわない。
４　排泄 (はいせつ)の問題 (もんだい)は，こころには影 (えい)響 (きょう)しない。
５　その人 (ひと)の性格 (せいかく)や価 (か)値 (ち)観 (かん)などは，排 (はい)泄 (せつ)の問 (もん)題 (だい)による影 (えい)響 (きょう)とは関係 (かんけい)しない。



問題 (もんだい)９０　排泄 (はいせつ)に関連 (かんれん)したからだのしくみに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　原 (げん)尿 (にょう)のほとんどが腎臓 (じんぞう)の糸 (し)球 (きゅう)体 (たい)から再 (さい)吸 (きゅう)収 (しゅう)され，1日 (にち)1～2ℓが尿 (にょう)になる。
２　尿 (にょう)は，黄 (き)色 (いろ)や薄 (うす)い茶色 (ちゃいろ)がかった透明 (とうめい)の液体 (えきたい)であり，雑菌 (ざっきん)が混 (ま)ざっている。
３　尿 (にょう)は，出 (で)た直 (ちょく)後 (ご)からアンモニア特有 (とくゆう)のにおいがする。
４　尿 (にょう)をためることを蓄 (ちく)尿 (にょう)，尿 (にょう)を出 (だ)すことを尿 (にょう)排 (はい)出 (しゅつ)という。
５　水分 (すいぶん)は95％を大 (だい)腸 (ちょう)で吸 (きゅう)収 (しゅう)しており，この段階 (だんかい)で便 (べん)はかたくなりその形 (かたち)をなしてくる。





問題 (もんだい)９１　片 (かた)麻痺 (まひ)があり一 (いち)部 (ぶ)介 (かい)助 (じょ)を要 (よう)する利 (り)用 (よう)者 (しゃ)（車 (くるま)いす利 (り)用 (よう)）のトイレでの排泄 (はいせつ)の介助 (かいじょ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)が車 (くるま)いすから立 (た)ち上 (あ)がり，身体 (しんたい)の向 (む)きを変 (か)えるとき，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の首筋 (くびすじ)を支 (ささ)える。
２　排泄前 (はいせつまえ)に声 (こえ)かけがしてあれば，排 (はい)泄 (せつ)後 (ご)，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は言 (こと)葉 (ば)をかけずにトイレ内 (ない)に入 (はい)ってよい。
３　温水 (おんすい)洗 (せん)浄 (じょう)便 (べん)座 (ざ)が設 (せっ)置 (ち)されている場 (ば)合 (あい)，護 (ご)職 (しょく)はそばにいて使 (つか)い方 (かた)を確認 (かくにん)し，肛門 (こうもん)にシャワーが当 (あ)たる位置 (いち)を確認 (かくにん)する。
４　排 (はい)泄 (せつ)後 (ご)にふき残 (のこ)しがあった場 (ば)合 (あい)，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は素手 (すで)のまま利 (り)用 (よう)者 (しゃ)に前 (ぜん)傾 (けい)姿 (し)勢 (せい)になってもらい，トイレットペーパーで清拭 (せいしき)する。
５　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は，車 (くるま)いすを利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の患 (かん)側 (そく)に準 (じゅん)備 (び)し，ブレーキをかけ，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)が立 (りつ)位 (い)をとったときに，健側 (けんそく)を支 (ささ)え衣 (い)服 (ふく)を整 (ととの)える。

問題 (もんだい)９２　一 (いち)部 (ぶ)介 (かい)助 (じょ)を要 (よう)する利 (り)用 (よう)者 (しゃ)のポータブルトイレや尿 (にょう)器 (き)での排泄 (はいせつ)の介助 (かいじょ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　ベッドの足元 (あしもと)に，汚 (お)染 (せん)防 (ぼう)止 (し)用 (よう)の敷物 (しきもの)を敷 (し)き，さらにすべり止 (ど)めマットを敷 (し)いて，その上 (うえ)にポータブルトイレを準 (じゅん)備 (び)することが望 (のぞ)ましい。
２　ポータブルトイレで排泄 (はいせつ)する場 (ば)合 (あい)，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)のズボン･下 (した)着 (ぎ)を大 (だい)腿 (たい)部 (ぶ)まで下 (さ)げる動 (どう)作 (さ)は介 (かい)護 (ご)職 (しょく)が行 (おこな)う。
３　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)がポータブルトイレに着 (ちゃく)座 (ざ)したら，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)はポータブルトイレの後 (うし)ろに位置 (いち)し，着 (ちゃく)座 (ざ)時 (じ)の安定 (あんてい)を確認 (かくにん)する。
４　排 (はい)泄 (せつ)後 (ご)は，ポータブルトイレのバケツをトイレに運 (はこ)び，そのまま排 (はい)泄 (せつ)物 (ぶつ)を廃 (はい)棄 (き)し洗 (せん)浄 (じょう)して元 (もと)に戻 (もど)す。
５　男性 (だんせい)が尿 (にょう)器 (き)で排 (はい)泄 (せつ)する場 (ば)合 (あい)，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)に仰 (ぎょう)臥 (が)位 (い)になってもらい防水 (ぼうすい)シーツを敷 (し)き，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)は仰 (ぎょう)臥 (が)位 (い)のまま，寝 (しん)衣 (い)のズボン，下 (した)着 (ぎ)を下 (お)ろす。

問題 (もんだい)９３　全介助 (ぜんかいじょ)を要 (よう)する女性 (じょせい)利 (り)用 (よう)者 (しゃ)のパッド（テープ止 (ど)め紙 (かみ)おむつ）交換 (こうかん)の介助 (かいじょ)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)に仰 (ぎょう)臥 (が)位 (い)になってもらうよう言葉 (ことば)かけを行 (おこな)い，防水 (ぼうすい)シートを敷 (し)く。
２　陰 (いん)部 (ぶ)洗 (せん)浄 (じょう)を行 (おこな)うとき，陰唇 (いんしん)と肛門 (こうもん)はガーゼの同 (おな)じ面 (めん)を使 (し)用 (よう)して洗 (あら)う。
３　陰 (いん)部 (ぶ)清拭 (せいしき)を行 (おこな)うときは，蒸 (む)しタオルで中 (ちゅう)心 (しん)部 (ぶ)を肛 (こう)門 (もん)から陰 (いん)部 (ぶ)に向 (む)かってふく。
４　おむつを鼠 (そ)径 (けい)部 (ぶ)にそわせながらギャザーをフィットさせるとき，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)には側 (そく)臥 (が)位 (い)の姿 (し)勢 (せい)をとってもらう。
５　おむつをとめるときは，腹 (ふく)部 (ぶ)が圧迫 (あっぱく)されていないかを確 (かく)認 (にん)し，上 (うえ)側 (がわ)のテープは斜 (なな)め下 (した)向 (む)きに，下 (した)側 (がわ)のテープは斜 (なな)め上 (うえ)向 (む)きにとめる。

問題 (もんだい)９４　排泄 (はいせつ)関連 (かんれん)用 (よう)具 (ぐ)と，便 (べん)秘 (ぴ)，下 (げ)痢 (り)への対 (たい)応 (おう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　ポータブルトイレは，立 (た)ち上 (あ)がり時 (じ)に足 (あし)を後 (うし)ろに引 (ひ)くスペースがあるものを選 (えら)ぶ。
２　紙 (かみ)おむつの特 (とく)徴 (ちょう)の1つに，下 (した)着 (ぎ)と同 (おな)じ布 (ぬの)であり，体型 (たいけい)にそわせやすいことがあげられる。
３　便 (べん)秘 (ぴ)は，病 (びょう)気 (き)や薬 (くすり)の影 (えい)響 (きょう)をそれほど受 (う)けない。
４　排便 (はいべん)姿 (し)勢 (せい)とは，前 (ぜん)屈 (くつ)姿 (し)勢 (せい)で，床 (ゆか)に足 (あし)がつき，かかとを上 (あ)げない状 (じょう)態 (たい)をさす。
５　下痢 (げり)とは，水様便 (すいようべん)や泥 (でい)状 (じょう)便 (べん)，軟便 (なんべん)など，水分 (すいぶん)の多 (おお)い便 (べん)が2日 (か)に1回 (かい)程 (てい)度 (ど)排 (はい)泄 (せつ)される状 (じょう)態 (たい)をいう。


問題 (もんだい)９５　精神 (せいしん)機 (き)能 (のう)，判 (はん)断 (だん)能 (のう)力 (りょく)の低 (てい)下 (か)が排 (はい)泄 (せつ)に及 (およ)ぼす影 (えい)響 (きょう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　認 (にん)知 (ち)症 (しょう)の症 (しょう)状 (じょう)として，尿 (にょう)意 (い)・便 (べん)意 (い)を訴 (うった)えられないのは，BPSD（行動 (こうどう)・心 (しん)理 (り)症 (しょう)状 (じょう)）である。
２　自 (じ)発 (はつ)的 (てき)にトイレに行 (い)けない場 (ば)合 (あい)に誘 (さそ)う排 (はい)尿 (にょう)誘導 (ゆうどう)の方法 (ほうほう)は，定 (てい)時 (じ)排 (はい)尿 (にょう)法 (ほう)と習 (しゅう)慣 (かん)化 (か)排 (はい)尿 (にょう)法 (ほう)の2つに限 (かぎ)られる。
３　排便 (はいべん)は，排 (はい)尿 (にょう)に比 (くら)べて頻 (ひん)度 (ど)が少 (すく)ないことから，管 (かん)理 (り)をきちんとすれば排 (はい)尿 (にょう)よりも先 (さき)にトイレでできる可 (か)能 (のう)性 (せい)がある。
４　排 (はい)尿 (にょう)は，体性 (たいせい)神経 (しんけい)によりコントロールされているため，緊 (きん)張 (ちょう)やリラックスといった精神的 (せいしんてき)な影 (えい)響 (きょう)を受 (う)けやすい。
５　不 (ふ)安 (あん)や心 (しん)身 (しん)症 (しょう)などで尿 (にょう)意 (い)が過 (か)敏 (びん)になった場 (ば)合 (あい)，よく眠 (ねむ)れた起 (き)床 (しょう)時 (じ)など，もっとも多 (おお)い1日 (にち)あたりの排 (はい)尿 (にょう)量 (りょう)にも異 (い)常 (じょう)があり，もれもあることが排 (はい)尿 (にょう)日 (にっ)誌 (し)にあらわれる。


問題 (もんだい)９６　身体 (しんたい)機 (き)能 (のう)の低 (てい)下 (か)が排 (はい)泄 (せつ)に及 (およ)ぼす影 (えい)響 (きょう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　正 (せい)常 (じょう)な排 (はい)尿 (にょう)回数 (かいすう)は，日 (にっ)中 (ちゅう)（覚醒 (かくせい)時 (じ)）は8～10回 (かい)，夜 (よる)（就 (しゅう)寝 (しん)時 (じ)）は3回 (かい)までである。
２　腹圧性 (ふくあつせい)尿 (にょう)失禁 (しっきん)は，女性 (じょせい)に多 (おお)いタイプの尿 (にょう)失禁 (しっきん)であり，骨盤底筋 (こつばんていきん)が弱 (よわ)くなることが原因 (げんいん)である。
３　溢 (いつ)流 (りゅう)性 (せい)尿 (にょう)失禁 (しっきん)とは，急 (きゅう)に強 (つよ)い尿 (にょう)意 (い)を感 (かん)じて我 (が)慢 (まん)できず，トイレに間 (ま)に合 (あ)わずにもれてしまうことをいう。
４　通 (つう)常 (じょう)の便 (べん)の水分 (すいぶん)は50％程 (てい)度 (ど)であり，80％近 (ちか)くになると水様便 (すいようべん)と表 (ひょう)現 (げん)される。
５　機 (き)能 (のう)性 (せい)（けいれん性 (せい)）便 (べん)秘 (ぴ)は，がんやポリープができて，腸 (ちょう)管 (かん)がせまくなっていることに起 (き)因 (いん)する。


問題 (もんだい)９７　睡眠 (すいみん)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

[bookmark: _Hlk50627887]１　睡 (すい)眠 (みん)は，断 (だん)続 (ぞく)的 (てき)に意 (い)識 (しき)を低 (てい)下 (か)させることで脳 (のう)を休 (きゅう)息 (そく)させて，こころとからだを整 (ととの)える。
[bookmark: _Hlk50632211]２　血 (けつ)圧 (あつ)や血 (けっ)糖 (とう)値 (ち)，体 (たい)重 (じゅう)などを適 (てき)正 (せい)に保 (たも)つためには，長 (ちょう)時 (じ)間 (かん)の睡 (すい)眠 (みん)が重 (じゅう)要 (よう)であることがわかってきた。
[bookmark: _Hlk50632345]３　人 (にん)間 (げん)は体 (たい)内 (ない)時 (どけい)計のはたらきにより，概 (がい)日 (じつ)リズム（サーカディアンリズム）をつくり出 (だ)している。
[bookmark: _Hlk50631840]４　午 (ご)後 (ご)の早 (はや)い時 (じ)間 (かん)帯 (たい)に30分 (ぷん)以 (い)内 (ない)の昼 (ひる)寝 (ね)をすると，睡 (すい)眠 (みん)の必 (ひつ)要 (よう)性 (せい)が減 (へ)り，昼 (ちゅう)夜 (や)逆 (ぎゃく)転 (てん)しやすくなる。
[bookmark: _Hlk50631661]５　体 (たい)内 (ない)時 (どけい)計が乱 (みだ)れると睡 (すい)眠 (みん)ホルモンと呼 (よ)ばれるインスリンの分 (ぶん)泌 (ぴつ)が弱 (よわ)まり，なかなか眠 (ねむ)くならない，睡 (すい)眠 (みん)中 (ちゅう)に目 (め)が覚 (さ)めるなどの状 (じょう)況 (きょう)を招 (まね)く。



問題 (もんだい)９８　ベッドメイキングに関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　安静 (あんせい)が必要 (ひつよう)な病 (びょう)気 (き)により，床 (ゆか)からの立 (た)ち上 (あ)がりが困難 (こんなん)な利 (り)用 (よう)者 (しゃ)については，それまでの習 (しゅう)慣 (かん)を大 (たい)切 (せつ)にしたベッドまたは布 (ふ)団 (とん)を選 (えら)ぶ。
２　シーツのしわは，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の寝 (ね)心 (ごこ)地 (ち)や動 (うご)きには影 (えい)響 (きょう)しない。
３　近 (ちか)い位置 (いち)からの作 (さ)業 (ぎょう)は無 (む)駄 (だ)な力 (ちから)を要 (よう)し，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)に負 (ふ)担 (たん)がかかる。
４　脊 (せき)柱 (ちゅう)をまっすぐに伸 (の)ばし，重 (じゅう)心 (しん)を安 (あん)定 (てい)させると腰 (こし)への負 (ふ)担 (たん)は軽減 (けいげん)される。
５　キャスターのあるベッドの車輪 (しゃりん)は，外側 (そとがわ)に向 (む)けてストッパーをかける。



問題 (もんだい)９９　睡眠 (すいみん)の介 (かい)護 (ご)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　ベッドメイキングに際 (さい)し，ベッドの高 (たか)さが合 (あ)わない場 (ば)合 (あい)，腰 (こし)を曲 (ま)げてベッドメイキングを行 (おこな)うのが基 (き)本 (ほん)である。
２　ベッド側面 (そくめん)のシーツは，足元側 (あしもとがわ)，頭 (あたま)側 (がわ)の順 (じゅん)にコーナーをつくる。
３　睡眠 (すいみん)導 (どう)入 (にゅう)薬 (やく)は，中 (ちゅう)途 (と)覚 (かく)醒 (せい)，早 (そう)朝 (ちょう)覚 (かく)醒 (せい)，熟 (じゅく)眠 (みん)障 (しょう)害 (がい)の人 (ひと)に使 (つか)われる。
４　睡眠 (すいみん)持 (じ)続 (ぞく)薬 (やく)は，効 (こう)果 (か)があらわれるのも早 (はや)いが，効 (き)いている時 (じ)間 (かん)が短 (みじか)いのが特 (とく)徴 (ちょう)である。
５　入 (にゅう)眠 (みん)困難 (こんなん)では，床 (とこ)に入 (はい)ってもなかなか寝 (ね)つけず，眠 (ねむ)るまで30～60分 (ぷん)以 (い)上 (じょう)かかる状 (じょう)態 (たい)が慢性的 (まんせいてき)に続 (つづ)く。



問題 (もんだい)１００　睡眠 (すいみん)と薬 (くすり)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　睡眠 (すいみん)持 (じ)続 (ぞく)薬 (やく)は，入 (にゅう)眠 (みん)障 (しょう)害 (がい)の人 (ひと)に使 (つか)われる。
２　睡眠 (すいみん)持 (じ)続 (ぞく)薬 (やく)のうち，中 (ちゅう)間 (かん)作 (さ)用 (よう)型 (がた)や長 (ちょう)時 (じ)間 (かん)作 (さ)用 (よう)型 (がた)は，不 (ふ)眠 (みん)のために日 (にっ)中 (ちゅう)に強 (つよ)いストレスや不 (ふ)安 (あん)がある人 (ひと)の場 (ば)合 (あい)には使 (つか)われない。
３　睡眠 (すいみん)薬 (やく)を服用 (ふくよう)したら，30分 (ぷん)以 (い)内 (ない)に床 (とこ)につくようにする。
４　睡眠 (すいみん)薬 (やく)を服用 (ふくよう)したあとであっても，身 (しん)体 (たい)を温 (あたた)め眠 (ねむ)りにつきやすくするために，入浴 (にゅうよく)しても問題 (もんだい)はない。
５　睡眠 (すいみん)薬 (やく)を服用 (ふくよう)したあとに目覚 (めざ)めて離 (り)床 (しょう)するときも，服用 (ふくよう)していないときと同 (おな)じように起 (お)き上 (あ)がってかまわない。


問題 (もんだい)１０１　睡眠 (すいみん)不 (ぶ)足 (そく)が及 (およ)ぼす影 (えい)響 (きょう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　睡眠 (すいみん)が不 (ふ)足 (そく)すると，睡 (すい)眠 (みん)中 (ちゅう)に分 (ぶん)泌 (ぴつ)される成 (せい)長 (ちょう)ホルモンの量 (りょう)が減 (へ)るため，病 (びょう)気 (き)に対 (たい)する抵 (てい)抗 (こう)力 (りょく)も弱 (よわ)くなり，からだにさまざまな影 (えい)響 (きょう)を及 (およ)ぼす。
２　睡眠 (すいみん)不 (ぶ)足 (そく)や睡 (すい)眠 (みん)の質 (しつ)の低 (てい)下 (か)が生 (せい)活 (かつ)習 (しゅう)慣 (かん)病 (びょう)の危 (き)険 (けん)を高 (たか)めることはない。
３　一般的 (いっぱんてき)に短 (みじか)いとされる睡眠 (すいみん)時 (じ)間 (かん)であれば，それは不 (ふ)眠 (みん)症 (しょう)に該当 (がいとう)する。
４　過 (か)眠 (みん)症 (しょう)とは，夜 (や)間 (かん)に十 (じゅう)分 (ぶん)な時 (じ)間 (かん)眠 (ねむ)っているはずなのに，朝 (あさ)，目覚 (めざ)めず何 (なん)時 (じ)間 (かん)も寝過 (ねす)ごしてしまうことをいう。
５　中 (ちゅう)途 (と)覚 (かく)醒 (せい)とは，早 (そう)朝 (ちょう)（午 (ご)前 (ぜん)3時 (じ)や4時 (じ)）に目 (め)が覚 (さ)めてしまい，それ以 (い)降 (こう)眠 (ねむ)れなくなる症 (しょう)状 (じょう)が続 (つづ)くことをいう。


問題 (もんだい)１０２　病 (びょう)気 (き)や障 (しょう)害 (がい)が睡 (すい)眠 (みん)に及 (およ)ぼす影 (えい)響 (きょう)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　狭 (きょう)心 (しん)症 (しょう)や心 (しん)筋 (きん)梗 (こう)塞 (そく)による夜 (や)間 (かん)の胸 (むな)苦 (ぐる)しさは，睡眠 (すいみん)をさまたげる身体 (しんたい)疾患 (しっかん)ではない。
２　睡眠 (すいみん)時 (じ)無 (む)呼 (こ)吸 (きゅう)症 (しょう)候 (こう)群 (ぐん)は，睡 (すい)眠 (みん)中 (ちゅう)に無 (む)呼 (こ)吸 (きゅう)の状 (じょう)態 (たい)が頻繁 (ぴんぱん)に生 (しょう)じる病 (びょう)気 (き)で，やせた体 (たい)型 (けい)の男性 (だんせい)に多 (おお)い。
３　睡眠 (すいみん)時 (じ)無 (む)呼 (こ)吸 (きゅう)症 (しょう)候 (こう)群 (ぐん)が進行 (しんこう)してくると，目覚 (めざ)めていることに気 (き)づくことはなく，知 (し)らないうちに極 (きょく)度 (ど)の睡 (すい)眠 (みん)不 (ぶ)足 (そく)におちいっている。
４　うつ病 (びょう)や神 (しん)経 (けい)症 (しょう)性 (せい)障 (しょう)害 (がい)，統 (とう)合 (ごう)失 (しっ)調 (ちょう)症 (しょう)などの精神 (せいしん)疾患 (しっかん)には，不 (ふ)眠 (みん)などの睡 (すい)眠 (みん)障 (しょう)害 (がい)はともなわない。
５　うつ状 (じょう)態 (たい)と睡 (すい)眠 (みん)時 (じ)間 (かん)の長 (なが)さには，関係 (かんけい)がない。


問題 (もんだい)１０３　終 (しゅう)末 (まつ)期 (き)の理 (り)解 (かい)に関 (かん)する基 (き)礎 (そ)知 (ち)識 (しき)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　終 (しゅう)末 (まつ)期 (き)の痛 (いた)みとは身 (しん)体 (たい)的 (てき)な苦 (く)痛 (つう)のみを意味 (いみ)しており，この痛 (いた)みに対 (たい)してのケアが求 (もと)められる。
２　「臓 (ぞう)器 (き)の移 (い)植 (しょく)に関 (かん)する法 (ほう)律 (りつ)」の施 (せ)行 (こう)により， 臓 (ぞう)器 (き)提 (てい)供 (きょう)の意思 (いし)が確認 (かくにん)でき，脳 (のう)死 (し)の判 (はん)定 (てい)基 (き)準 (じゅん)が満 (み)たされれば，移 (い)植 (しょく)時 (じ)に限 (かぎ)り脳 (のう)死 (し)を人 (ひと)の死 (し)と認 (みと)めることが可 (か)能 (のう)となった。
３ 人間 (にんげん)の死 (し)は，心 (しん)拍 (はく)動 (どう)の停 (てい)止 (し)，呼 (こ)吸 (きゅう)の停 (てい)止 (し)，瞳孔 (どうこう)散大 (さんだい)・対光 (たいこう)反射 (はんしゃ)の停 (てい)止 (し)という死 (し)の三 (さん)徴候 (ちょうこう)によってとらえられている。
４　尊 (そん)厳 (げん)死 (し)とは，人 (じん)工 (こう)呼 (こ)吸 (きゅう)器 (き)などの医 (い)療 (りょう)装 (そう)置 (ち)によって生命 (せいめい)維持 (いじ)活動 (かつどう)を行 (おこな)ってきた生体 (せいたい)のすべての生 (せい)理 (り)機 (き)能 (のう)が停 (てい)止 (し)し，回 (かい)復 (ふく)不 (ふ)可 (か)能 (のう)な状 (じょう)態 (たい)をいう。
５　尊 (そん)厳 (げん)死 (し)を迎 (むか)える場 (ば)合 (あい)，事 (じ)前 (ぜん)に本人 (ほんにん)の意思 (いし)表 (ひょう)示 (じ)を確 (かく)認 (にん)してあれば，家 (か)族 (ぞく)の意 (い)向 (こう)の確認 (かくにん)は必要 (ひつよう)ない。


問題 (もんだい)１０４　終 (しゅう)末 (まつ)期 (き)の介 (かい)護 (ご)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　地 (ち)域 (いき)包括 (ほうかつ)ケアシステムでは，今 (こん)後 (ご)，自 (じ)宅 (たく)での看 (み)取 (と)りのニーズは増 (ふ)えていくと考 (かんが)えられる。
２　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は，家 (か)族 (ぞく)より利 (り)用 (よう)者 (しゃ)の気 (き)持 (も)ちを理 (り)解 (かい)し，支 (し)援 (えん)していくことが求 (もと)められる。
３　家 (か)族 (ぞく)には，看取 (みと)りの方法 (ほうほう)をしっかりと教 (おし)えることを念頭 (ねんとう)におく。
４　終 (しゅう)末 (まつ)期 (き)には，介 (かい)護 (ご)の負 (ふ)担 (たん)が増大 (ぞうだい)するため，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は，介 (かい)護 (ご)のほとんどの部 (ぶ)分 (ぶん)をになうことで，家 (か)族 (ぞく)の負 (ふ)担 (たん)を軽減 (けいげん)することに努 (つと)める。
５　年齢 (ねんれい)や生活歴 (せいかつれき)によって死 (し)生 (せい)観 (かん)はさまざまであるため，介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は，一般的 (いっぱんてき)にいわれる死 (し)に向 (む)かう苦 (く)悩 (のう)の段 (だん)階 (かい)まで理 (り)解 (かい)しておく必要 (ひつよう)はない。


問題 (もんだい)１０５　終 (しゅう)末 (まつ)期 (き)の介 (かい)護 (ご)に関 (かん)する次 (つぎ)の記 (き)述 (じゅつ)のうち，適切 (てきせつ)なものを１つ選 (えら)びなさい。

１　キューブラー-ロスによる死 (し)を受容 (じゅよう)するまでのプロセスは，必 (かなら)ず段階 (だんかい)をふんで一 (いち)方向 (ほうこう)の経 (けい)過 (か)をたどるものと考 (かんが)えられている。
２　終 (しゅう)末 (まつ)期 (き)においては，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)がどのような状 (じょう)態 (たい)であっても，あるがままを受 (う)け入 (い)れることから介 (かい)護 (ご)ははじまる。
３　終 (しゅう)末 (まつ)期 (き)を迎 (むか)える利 (り)用 (よう)者 (しゃ)に対 (たい)しては，無理 (むり)にでもはげます姿 (し)勢 (せい)が求 (もと)められる。
４　利 (り)用 (よう)者 (しゃ)や家 (か)族 (ぞく)がもつ苦 (く)痛 (つう)を軽 (けい)減 (げん)するためには，利 (り)用 (よう)者 (しゃ)にとっていちばん身 (み)近 (ぢか)な介 (かい)護 (ご)職 (しょく)が中 (ちゅう)心 (しん)となってケアにあたることが望 (のぞ)ましい。
５　介 (かい)護 (ご)職 (しょく)は，死 (し)に直 (ちょく)面 (めん)した利 (り)用 (よう)者 (しゃ)のつらさ，苦 (くる)しみに対して，その是非 (ぜひ)を専門 (せんもん)職 (しょく)として判断 (はんだん)したうえで，みずからの考 (かんが)えのもと，最 (さい)期 (ご)までともに歩 (あゆ)んでいく。
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